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家庭用品規制法における有害物質の指定方法のあり方に関する研究 

 

諸外国の家庭用品関連規制基準並びに家庭用品に使用される化学物質の生産量及び用

途情報の収集方法に関する研究 

 

研究分担者  河上 強志 国立医薬品食品衛生研究所 生活衛生化学部 室長 

 

本分担研究では、諸外国の家庭用品関連規制基準を調査すると共に、家庭用品の曝

露情報として家庭用品に使用される化学物質の生産量及び用途情報の収集方法を検

討するために各種情報源の探索を行った。 

諸外国規制調査では、欧州連合（EU）、米国及びカナダを対象としたが、それらの

国々では家庭用品に限定した規制は確認できず、家庭用品規制法よりも広い範疇の

製品を対象とした化学物質規制となっていた。諸外国における規制基準の策定は、始

めに化学物質のハザードに着目し、必要に応じてリストを作成し、それらの中から毒

性及び使用状況などを考慮して規制基準の測定を行っていた。そのため、我が国にお

ける家庭用品中の有害物質の指定方法に関しても、規制候補物質のリストを作成し、

それらの化合物に優先順位付けを行い、最終的に詳細リスク評価を実施し、規制の有

無を検討することが望ましいものと考えられた。また、ハザード評価の実施に際し

て、情報が得られない化合物について、場合によっては構造的又は機能的な類似性に

基づいて情報のある化合物とグループ化して評価する方法も認められ、そのような方法

も検討する必要があると考えられた。 

化学物質の生産量及び用途情報の収集では、物質名称から家庭用品中に存在しないと

考えられる物質を除いた化審法の一般化学物質を調査対象としたが、各情報源において

それらを整理して正確に情報を収集することが困難であったため、情報源に記載された

全ての物質を対象とした。用途情報の収集では、複数の情報源から情報を入手し整理し

た。その結果、同一化合物でも情報源によって記載情報量や内容に違いが認められ

た。そして、得られた情報を整理すると、情報源によっては一部の用途情報が解離し

ているもの、家庭用品への使用が判断できないもの、修飾語の使用方法で混乱を生じ

るもの、判断が難しいもの等に分けられた。また、化学物質の生産量等の情報収集で

は、対象とした情報源により情報の入手や整理のし易さが異なることから、それぞれの

情報源で相互に補完するのが望ましいと考えられた。このように、それぞれの情報源

について、長所及び短所が存在し、一つの情報源に絞り込むのは難しいと考えられ

た。また、これらの情報源を有害物質の評価候補リスト作成等に用いる際に、その情

報量が多いことから、生産量や用途情報からの絞り込みだけでなく、ハザード情報等を

用いた絞り込み方法についても併せて検討が必要と考えられる。 
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A. 研究目的 

我が国では、化学物質の安全性に関し

て、様々な観点から法規制がなされてい

る（図 1）。このうち、家庭用品を衛生化

学的観点から安全なものにすることを目

的として、「有害物質を含有する家庭用品

の規制に関する法律（家庭用品規制法）」

（昭和 48 年法律第百十二号）が施行され

ている 1)。本法では、家庭用品に含有され

る物質のうち人の健康に被害を生ずるお

それのある物質を「有害物質」と定義し、

21 種類の有害物質について対象家庭用品

中の基準が設定されている。近年、住環境

の変化と生活様式の多様化により、様々

な化学物質が使用された多種多様な家庭

用品が開発されている。それに伴い、これ

まで想定していなかった目的や方法で家

庭用品に化学物質が使用されたことによ

る、健康被害の発生も報告されている。ま

た、家庭用品の輸出入や海外製品のネッ

ト販売も増加しており、その安全性に関

して我が国と諸外国との規制基準の違い

を把握することが求められている。この

ような、家庭用品を取り巻く状況変化に

応じた、新たな有害物質の指定や対象家

庭用品の見直し等が必要である。 

家庭用品における有害物質の指定につ

いては、候補物質の健康被害報告、諸外国

規制、学術文献等の情報や必要に応じて

実施された毒性試験の結果をもとにし、

薬事・食品衛生審議会で審議される 2)。し

かし、その資料となる情報の収集方法や、

その情報を基にどのような方法で有害物

質候補を選定するのかについては定めら

れておらず、随時検討しているのが現状

である。 

このように、有害物質候補の明確な選

定基準及び方法などを定めておくことが

必要であり、その選定には健康リスク評

価が求められる。そして、健康リスク評価

の実施に際しては、対象物質の毒性と曝

露の両方の情報が必要である。そこで、本

研究では諸外国における家庭用品規制法

に相当する規制基準の調査を実施し、そ

れを参考情報として用いながら、家庭用

品中の化学物質の毒性及び曝露に関する

情報の収集方法を検討し、有害物質の指

定を検討すべき物質の選定方法のあり方

を提案することを目的としている。 

本分担研究では、諸外国の家庭用品関

連規制基準を調査すると共に、家庭用品

の曝露情報として家庭用品に使用される

化学物質の生産量及び用途情報の収集方

法を検討することを目的とする。 

 

B. 研究方法 

B.1 諸外国の家庭用品関連規制基準に関

する調査 

調査対象地域及び国は欧州連合（EU）、

米国及びカナダとした。EU 及び米国につ

いては、家庭用品の定義、我が国で家庭用

品に定義されている製品に対応すると考

えられる製品の規制内容（法律・基準値・

根拠）について調査した。また、いくつか

の個別物質について事例研究として、そ

れらの規制設定手順について詳細に調査

を行った。具体的には、EU では繊維製品

中の化学物質について、米国では子供用

玩具及び育児用品における可塑剤の規制

設定過程を詳細に調査した。そして、日本、

EU 及び米国において規制されている化

学物質及び家庭用品について、家庭用品・



21 

 

規制物質リストを作成した。さらに、米国

カリフォルニア州における消費者製品中

の有害化学物質の削減を目的とし

た”Safer Consumer Products (SCP)”及びカ

ナ ダ 保 健 省 ・ 環 境 省 が 進 め て い

る”Chemicals Management Plan (CMP)”に

ついて調査した。 

 調査方法は、インターネットサイト及

び公的資料を探索して実施した。これら

の調査結果の詳細は参考資料①として添

付し、結果の項には内容を抜粋して記載

した。 

 

B.2 家庭用品に使用される化学物質の生

産量及び用途情報の収集方法に関する調

査 

  化学物質の審査及び製造等の規制に関

する法律（化審法）における一般化学物質

（ただし、フッ化水素、ポリアルキレンポ

リアミン・脂肪酸（Ｃ＝８～２４）グアニ

ジン縮合物等、物質名称から明らかに家

庭用品に用いることのない、若しくは存

在しないと考えられる化学物質は除く。）

を対象として検討した。調査対象とした

情報源は以下の通りである。 

 

用途情報 

・製品技術評価基盤機構（NITE）「化学物

質総合情報提供システム（CHRIP）」 

・NITE「身の回りの製品に含まれる化学

物質」 

・厚生労働省「職場の安全サイト（モデル

SDS）」 

・化学工業日報社  「17019 の化学商品

（2019 年版）」 

・化学工業日報社「主要化学物質の法規制

等一覧表（2018 年版）」 

・CMC 出版「ファインケミカル年鑑」 

・化審法「優先評価化学物質の用途別出荷

数量割合」 

 

生産量情報 

・化学工業日報社  「17019 の化学商品

（2019 年版）」 

・CMC 出版「ファインケミカル年鑑」 

・化審法「化学物質の製造・輸入量に関す

る実態調査」 

これらから情報を抽出し、互いを比較

可能なデータとして整理し、情報源の正

確性を検討した。また、これら以外の情報

源についてもインターネット検索等を用

いて調査した。調査結果の詳細は参考資

料②として添付し、結果の項には内容を

抜粋して記載した。 

 

C. 結果 

C.1 諸外国の家庭用品関連規制基準に関

する調査 

EU 及び米国における規制基準調査 

始めに、EU 及び米国において家庭用品

に関連すると考えられる法令を整理し表

1 に示した。 

 

・EU 

EU おける家庭用品の定義について調

べたところ、家庭用品は一般的に「消費者

製品（Consumer Product）」の一部と定義し

ていると考えられるが、「家庭用品」に該

当するような定義は法律中には明示はさ

れていなかった。「消費者製品」は一般製

品安全指令（DIRECTIVE 2001/95/EC OF 

THE EUROPEAN PARLIAMENT AND OF 



22 

 

THE COUNCIL of 3 December 2001 on 

general product safety）で次のように定義さ

れている。なお、ここで「消費者」は「そ

の職業や専門的職業の外の目的のために

活動している自然人」と定義されている。 

・サービスの提供も含め、消費者を対象に

しているあらゆる製品。 

・合理的に予測されうる条件下において、

製造者の意図ではなくとも消費者に使

用されるもの。 

・商業的活動の過程において、新品、中古

及び修理済みであることを問わず、消

費者に提供されるもの。又は消費者が

入手可能なもの。 

なお、骨董品や、使用の前に修繕や修理

を必要とし、供給者によってその旨が伝

達されているものは定義に含まれない。 

次に、 EU における実質的な家庭用

品の管理法令のうち、REACH 規則につ

いて規制基準設定の手順を以下に概説す

る。 

 REACH 規則の制度的体制を図 2 に示

した。REACH 規則では、Authorisation

（認可）又は Restriction（制限）のプロ

セスで、規制基準が設定される。 

Authorisation のプロセスは、高懸念物

質（Substances of Very High Concern: 

SVHC）に提案予定の物質リストの中か

ら、PBT（Persistent:難分解性、 

Bioaccumulative:蓄積性、 Toxic:毒性）、

vPvB（very Persistent: 高残留性、very 

Bioaccumulative: 高生物蓄積性）及び

CMR（Carcinogenic: 発がん性、

Mutagenic: 変異原性、Reprotoxic: 生殖発

生毒性）等を満たすと考えられる物質が

EU 加盟国又は欧州化学品庁（ECHA）に

よって提案され、パブリックコメントを

経た後に指定される（図 3）。その後、対

策の優先度が高い物質から順に認可対象

物質として REACH 規則の附属書 XIV に

提案・収載される。事業者による認可申

請が受理されなければ、基本的に EU 域

内での上市が禁止される。なお、SVHC

の選定において ECHA が PBT、vPvB 及

び CMR と同等のハザードがあると判断

した場合にも、その物質は SVHC に指定

される。 

 Restriction のプロセスは、加盟国、欧

州委員会又は ECHA がヒトの健康又は生

態系にリスクを及ぼしている可能性のあ

る物質を特定し、その物質を制限するこ

とが望ましい規制手段であるという結論

に達した場合に、制限提案書が準備され

る。その制限提案のパブリックコメント

実施後に、社会経済性評価委員会

（Socio-Econ- Analysis Committee: 

SEAC）及びリスク評価委員会（Risk 

Assessment Committee: RAC）は意見書を

作成する。この意見書を再度、パブリッ

クコメントを実施した後に修正し、

ECHA から欧州委員会に報告される。欧

州委員会はその意見書をもとに、制限案

を作成し、欧州議会等の反対がなけれ

ば、最終案として REACH の附属書 XVII

の修正として掲載される。 

このほか、家庭用品に関連するものと

して、化学品及び製品の分類及びラベル

表示義務を規定している法令として

Classification, Labelling and Packaging 

（CLP）規則も施行・運用されている 

 

・米国 
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一般的な消費者製品の安全性は消費者

製品安全委員会（Consumer Product Safety 

Commission: CPSC）が監視している。

CPSC が所管している法令のうち、消費

者製品安全法（The Consumer Product 

Safety Act: CPSA）に「消費者製品

（consumer product）」が定義されてお

り、消費者製品は「(i) 常時又は一時的

に家庭又は住居で又はその周辺で使用す

る消費者に販売するために、又は(ii) 常

時又は一時的に家庭又は住居、学校、娯

楽、その他で又はその周辺での消費者の

個人的利用、消費又は享受のために、生

産又は流通される、成形品又はその構成

要素」とされている。なお、除外される

ものとして、一般的に生産又は流通され

ない成形品、タバコ及びタバコ製品、自

動車又は自動車機器、連邦殺虫剤・殺菌

剤・殺鼠剤法（The Federal Insecticide, 

Fungicide, and Rodenticide Act: FIFRA）の

殺虫剤、内国歳入法 4181 条により課税

対象となる成形品又はその構成要素（輸

入品）、航空機、航空エンジン、プロペ

ラ又は器具、連邦ボート安全法 1971 の

安全規則の対象となる船、薬物、医用機

器、化粧品及び食品が挙げられている。

この他、環境保護局（Environmental 

Protect Agency: EPA）が所管する有害物

質規制法（The Toxic Substances Control 

Act: TSCA）の連邦規則集（Code of 

Federal Regulations: CFR）の重要新規利

用規則（Significant New Use Rule: 

SNUR）において、「消費者製品

（consumer product）」は「常時又は一時

的に家庭又は住居で又はその周辺で、学

校で又はその周辺で、娯楽で、使用する

ため、直接又は混合物の一部として、消

費者に販売又は入手可能な化学物質」、

「消費者（consumer）」は「常時又は一

時的に家庭又は住居で又はその周辺で、

娯楽又は個人的利用又は享受のため化学

物質又は化学物質を含む製品を使用する

一私人」とそれぞれ定義されている。 

CPSC 所管の CPSA 及び消費者製品安

全改善法（Consumer Product Safety 

Improvement Act: CPSIA）における子供

用玩具及び育児用品中の可塑剤に関する

規制設定過程を事例調査として後述す

る。ここでは、TSCA について、規制基

準設定の手順を以下に概説する。 

  TSCA の制度的体系を図 4 に示した。

TSCA では、新規化学物質を審査する際や、

リスク懸念が生じ得る既存化学物質への

規制導入可否を検討する際にリスク評価

を活用している。一方で、改正前は多くの

既存化学物質に対してリスク評価が未実

施だったため、EPA は全ての既存化学物

質を対象とした段階的なリスクアセスメ

ントである「TSCA Work Plan」を 2012 年

に立ち上げた。そして、以下の観点から

1,235 物質をリストアップした。 

・生殖発生毒性（子供への影響） 

・神経毒性 

・PBT 性状 

・発がん性 

・子供向け製品への含有 

・バイオモニタリングでの人体からの検

出状況 

 リスト化した物質について、スクリー

ニング評価を実施し、最終的には合計 90

物質を選定し、詳細なリスク評価を実施

することとした。なお、スクリーニングに
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よる絞り込みプロセスについては、公開

されていない。 

  また、EPA は米国市場において直近で

製造・輸入実績のある物質（アクティブ物

質）について、リスク評価の優先順位付け

を行い、高優先物質と低優先物質を指定

した。 

 

規制基準設定過程の事例調査 

・EU 

 2018 年 10 月 12 日に欧州委員会は

Commission Regulations (EU) 2018/1513 を

公表し、Appendix 12 に記載された 33 種

類の物質を REACH Annex XVII 制限物質

リストに Entry No. 72 として追加するこ

とを公表した。これら 33 物質（表 2）は

CMR 物質の 1A または 1B に分類されて

おり、2020 年 11 月 1 日以降、制限濃度を

超えて含有する繊維製品の上市は禁止さ

れた。ただし、革製の衣類や履物、繊維製

のカーペット等は対象製品から除外され

ている。この規制基準について設定過程

を以下にまとめた。 

 2015 年 10 月に欧州委員会は、REACH

登録データを含む様々な情報源から、織

物製品及び衣料品中に存在し得る CMR

物質の一覧をまとめるよう ECHA に要請

した。これは、通常の制限提案のプロセ

スである第 69～73 条を適用せず、第 68

条（2）の規定に沿って実施された。

ECHA がまとめた事前リスト

（preliminary list）に基づき、パブリック

コンサルテーションに提案される物質リ

スト（286 物質）が欧州委員会によって

作成された。286 物質は上記情報源の 1

つ以上で、織物製品又は衣料品の中に存

在する（可能性がある）ことが示された

ものである。 

 その後、the Competent Authorities for 

REACH and CLP（CARACAL）（REACH

規則及び CLP 規則の所管官庁会議による

欧州委員会と加盟国所管官庁の最終協

議）を開催し、その過程においてリスト

化された CMR 物質の関連消費者製品中

の存在又は存在可能性に関する情報、ま

た可能な範囲での濃度、機能、及び代替

物質の入手可能性に関する情報や、潜在

的な社会経済的影響及び考え得る制限の

実行可能性等についてパブリックコンサ

ルテーションを実施した。また、議論の

過程において、制限の対象範囲となる家

庭用品の絞り込み等を実施した（皮膚に

直接接触するかどうかなど）。そして、

技術ワークショップを開催し、58 物質に

絞り込んだ対象物質について、パブリッ

クコンサルテーション、既存の規制、業

界団体の自主基準、試験法の性能等を議

論した。これらの結果を受けて、最終的

に 33 物質が REACH 制限物質として追

加された。なお、前述のように通常の規

制手順を経ない第 68 条（2）の規定に沿

っていることから、SEAC 及び RAC は

実施されていない。 

次に、有機リン系難燃剤として使用さ

れる tris(2-chloroethyl) phosphate

（TCEP）、tris(1-chloro-2-propyl) phosphate

（TCPP）、及び tris(1,3-dichloro-2-propyl) 

phosphate（TDCP）の REACH 規則にお

ける制限が提案されたため、その過程を

整理した。なお、当該提案は 2019 年 7

月に取り下げられている。 

本提案は、TCEP、TCPP 及び TDCP
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に関する EU リスク評価書（ドラフト）を

基にした ECHA のスクリーニング評価書

において、小児に対する保育用品及び住

宅用張り椅子中の軟質ポリウレタンフォ

ームに含まれる TCEP、TCPP 及び TDCP

の曝露リスクが確認されたことを根拠

に、欧州委員会が ECHA に制限提案書の

作成を要請した。このスクリーニング報

告書は、製品に使用される TCEP が適切

に管理されず、ヒト健康又は環境に対し

てリスクを呈するかどうか検討するた

め、第 69 条（2）に基づいて作成され

た。TCEP は生殖毒性を対象に、Annex 

XIV に収載を検討された。ただし、この

スクリーニング報告書では、TCEP の発

がん性も対象としている（リスク評価に

おいて重大なエンドポイントであると考

えられるため）。さらに、TCPP 及び

TDCP も、TCEP と同様の性質及び用途

を持つ物質とされ、この報告書の範囲に

含まれている。報告書では、有害性評価

では発がん性及び生殖毒性について導出

無毒性量（DNEL）を設定し、曝露評価

では経口、経皮及び吸入曝露を想定して

いる。米国国家毒性プログラム（NTP）

による TCPP の発がん性に関する試験デー

タが、元々考えられていたタイムライン以

内に入手できないため、情報が公表され入

手できるようになるまでこの提案は取り下

げられた。 

 

・米国 

 CPSIA では、2018 年に子供用製品及び

育児製品中の一部のフタル酸エステル類

について、規制を設定した。この規制基

準について設定過程を以下にまとめた。

なお、ここで対象となっている製品の一

部（乳幼児玩具など）は、我が国におい

ては家庭用品規制法の規制対象外であ

る。 

2008 年に CPSIA が制定された際に、

その第 108 条に当該製品中の一部のフタ

ル酸エステルの使用禁止と暫定的禁止が

記載された。CPSC では慢性有害性諮問

委員会（Chronic Hazard Advisory Panel: 

CHAP）を召集し、当該製品に使用され

る全てのフタル酸エステル類とその代替

物質による、子供への健康影響評価を指

示した。 

健康影響評価では、評価対象物質の選

定、有害性評価及び曝露評価を実施し、

リスク評価を実施している。評価対象物

質には、CPSIA にて使用禁止とされたフ

タル酸エステル類、禁止されていないフ

タル酸エステル類及び代替物質を選定し

た。有害性評価は生殖毒性を対象とし、

曝露評価には国民健康栄養調査や疫学調

査（Study for Future Families）によるバイ

オモニタリングデータを使用した。リス

ク評価では、フタル酸エステル類の累積

リスク（ハザードインデックスアプロー

チ）評価及び個別化合物に対する曝露マ

ージンアプローチを実施した。これらの

結果から、CPSIA にて使用禁止とされて

いなかったフタル酸エステル類につい

て、禁止すべきかどうか勧告した。 

CPSC は CHAP 最終報告書による勧告

を受けて、CPSC では規制案を作成・公

布しパブリックコメントを実施した。そ

の後、いくつかの適応除外等について規

制案を公布、パブリックコメントを実施

している。規制基準値については、リス
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クベースではなく、意図的に添加される

濃度以下であるとして、EU と同じ 0.1%

以下としている。これは実用的検討

（practical considerations）に基づく限度

値の設定である。 

 

家庭用品・規制物質リスト 

 各国法令で規制内容を家庭用品ごと・

物質ごとにデータを格納したリストを作

成した。その一部を抜粋し簡易版に改変

したものを表 3 に示した。 

 

米国カリフォルニア州 SCP プログラム 

米国カリフォルニア州毒物規制局

（ California Department Toxic Substances 

Control: DTSC）は、2013 年 10 月から州内

で流通する家庭用品に含まれる潜在的に

毒性を有する化学物質の種類を削減する

ことを狙いとした、SCP プログラムを立

ち上げた。 

SCP プログラムは、厳格で透明なプロ

セスを通じて消費者製品に含有する有害

化学物質を削減し、新興のグリーンケミ

ストリー産業界で新たなビジネスチャン

スを創出し、消費者や企業が購入する製

品に含有される化学物質の識別を支援す

ることを目的としている。すなわち、SCP

プログラムは、DTSC が所管する消費者向

け製品中の化学物質をより安全な代替物

質にするための規則を検討し、それを実

装するプログラムとされている。 

SCP の製品規制アプローチを図 5 に示

した。その概要を説明する。SCP プログラ

ムでは 4段階の過程を経ている。始めに、

ステップ 1 では毒性等について検討の対

象となり得る懸念化学物質（Chemical of 

Concern）について、表 4 に示した権威あ

る情報源を参照し、候補化学物質

（Candidate Chemicals）としてリスト化す

る。ステップ 2 では、「優先製品（Priority 

Products）」を特定する。優先製品とは、「人

や環境に害を与える可能性のある危険特

性を持つ、1 つ以上の「候補化学物質」が

含有されることにより DTSC によって指

定を受けた消費者向け製品」である。 

DTSC は、特定の製品に含まれる「候補

化学物質」が、ヒト、野生動物及び環境に

及ぼす悪影響を評価し、感受性の高い集

団への影響、廃棄物や製品寿命の影響、よ

り安全な代替品の利用可能性等の更なる

要因を考慮する。その際、DTSC は数値的

な重み付け又はランキングシステムを使

用していない。また、DTSC は製品と化学

物質との組み合わせを特定する際に、製

品中の候補化学物質による潜在的な曝露

及び重大な悪影響又は広範囲にわたる悪

影響を引き起こす可能性を考慮すること

としている。ステップ 3 では代替品分析

を実施し、製造業者等は代替の化学成分

又は代替の製品設計を選択するか、ある

いは、既存の製品と化学物質の組み合わ

せを維持するか否かを決定する。そして、

ステップ 4 で規制を実施するが、その際に

は、公衆衛生及び環境保護、並びにステーク

ホルダー又は政府に対するコストも考慮さ

れる。 

 

カナダ CMP 

CMP は、優先化学物質 4,300 物質を迅

速に評価するため、カナダ保健省・環境省

が中心となり、5 つの法令にまたがってリ

スクを評価するプログラムであり、2006
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年 12 月に策定された。CMP の対象物質

4,300 物質をスクリーニングするため、カ

ナダ環境保護法（Canadian Environmental 

Protection Act: CEPA）に基づいて、既存化

学物質（国内物質リスト（ Domestic 

substance list: DSL）に掲載されている約

23,000 物質）の中から、人曝露の可能性が

最大、難分解性及び人毒性あり、並びに高

蓄積性及び人毒性あり、難分解性及び生

態毒性あり、並びに高蓄積性及び生態毒

性あり、という観点で 7 年間かけて抽出

した。 

CMP ではまず、4,300 物質を優先順位付

けした。具体的には、高優先（約 500 物

質）、中優先（約 2,600 物質）、低優先（約

1,200 物質）の 3 つに区分けし、詳細評価

が必要な高優先と、簡易評価（Rapid 

screening）で済ませられる低優先から評価

を開始し、全 4,300 物質を 2020 年度に評

価済にすることを目標に、5 年ごとに 3 期

に分割して計画をスタートさせた。現在、

リスク評価未実施の物質は既に 10%ほど

となっている。 

なお、CMP では、物質グルーピングを

多用しながら評価を進捗させてきた。用

途情報は、CEPA の権限に基づいて収集

しており、用途関連でグループ化された

ものは、「石油関連」「染料」「難燃剤」と

いったメジャーなものが中心となってい

る。 

 

C.2 家庭用品に使用される化学物質の生

産量及び用途情報の収集方法に関する調

査 

物質名称から明らかに家庭用品に用い

ることのない、若しくは存在しないと考

えられる化学物質は除いた化審法におけ

る一般化学物質を調査対象としたが、各

情報源においてそれらを整理して正確に

情報を収集することが困難であった。そ

のため、情報源に記載された全ての物質

を対象とした。 

 

・NITE「CHRIP」 

CHRIP は、約 26 万物質の情報を掲載し

ており、化学物質の番号や物質名称等か

ら、有害性情報、法規制情報、国際機関に

よるリスク評価情報等を検索することが

できるインターネットサービスである 。

CAS 番号を基準として情報収集し、合計

11,345物質の用途情報が得られた。なお、

CHRIP に収載されている用途には出典が

記載されており、化学日報工業社が 7,649

件と最も多く、次いで NITE 独自調査結果

が 3,697 件、NITE 初期リスク評価 168 件

の順であり、一部物質では重複していた。

収集した情報の一例を表 5 に示した。 

 

・NITE「身の回りの製品に含まれる化学

物質」 

 家庭用製品に含まれる化学物質につい

て一般市民が正しく理解し、様々な情報

を共有することによって製品を適切に使

用し、より便利で快適な生活を送ること

をサポートするために NITE が作成した

報告書であり、製品種別ごとにシリーズ

別に 6 冊に分かれている。このうち、家

庭用品に該当しない化粧品（シリーズ 1）

を除くと、シリーズ 2（家庭用塗料）517

件、シリーズ 3（家庭用接着剤）558 件、

シリーズ 4（家庭用洗剤）310 件、シリー

ズ 5（家庭用防除品）529 件、シリーズ 6
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（家庭用衣料品）146 件の情報が得られた

（重複あり）。収集した情報の一例を表 6

に示した。 

 

・厚生労働省「職場の安全サイト（モデル

SDS」 

 厚生労働省及び経済産業省が、主とし

て分類マニュアルに定めた情報源と技術

指針に定めた判定方法等に基づき、化学

品の分類および表示に関する世界調和シ

ステム（GHS）により分類した結果を、モ

デル安全性データシート（SDS）として一

般向けに公表されている 。SDS には推奨

用途及び使用上の制限を記載することと

なっている。CAS 番号を基準として、合

計 2,060 物質の用途情報が得られたが、そ

の出典は明記されていなかった。また、政

府向け GHS 分類ガイダンスでは、用途情

報の取得に係るルールは定められていな

かった。収集した情報の一例を表 7 に示

した。 

 

・化学工業日報社  「17019 の化学商品

（2019 年版）」 

 市場性の高い化学商品が 30種類に分類

され、化学品ごとに英文名／化審法化学

物質番号／労働安全衛生法番号／CAS ナ

ンバー／GHS 分類 ID ナンバー／輸出入

統計品目番号／別名／概説／荷姿／性状

／規格／用途／製造業者／原料／製法／

最近の生産・輸出・輸入量／価格／取扱注

意／消火上の注意／保護具／毒・劇物の

廃棄法／毒性／応急措置／輸送コード／

緊急時応急措置指針番号／適用法規の順

に記載がされている。これらは 1 年に 1

回更新され、直近 5 年は毎年 101 物質の

追加がなされている。CAS 番号を基準と

すると用途情報は 3,933 物質、生産量情報

は 1,738 件、物質名を基準とすると用途情

報は 3,578 物質、生産量情報は 1,500 件で

あった。収集した情報の一例を表 8 に示

した。 

 

・化学工業日報社「主要化学物質の法規制

等一覧表（2018 年版）」 

  日本における主要化学物質約 23,400 物

質についての各種法規制等を一覧表

（Excel ファイル）にまとめた情報源であ

る 。収載されている化学物質は、各法律

規制対象物質、化管法・安衛法・毒劇法で

の SDS 作成対象物質、化審法の製造輸入

数量が公開されている物質、化学工業日

報社「16918 の化学商品（2018 年版）」等

に収載されている物質とされている。な

お、2019 年以降は情報更新されていない。

用途情報、化審法の製造輸入量実績が

CAS 番号に紐付く形で整理されている 。

この用途情報については、「化学工業日報

社の新化学インデックス収載の用途情報

及び国の省庁・研究機関等、各工業会、各

企業のホームページより収集した情報」

との説明がある。用途情報の記載がある

物質は 17,083 物質、そのうち CAS 番号が

存在する物質は 15,602 物質であった。収

集した情報の一例を表 9 に示した。 

 

・CMC 出版「ファインケミカル年鑑」 

ファインケミカル産業の動向や化学品

の各種データをとりまとめた書籍であり、

業種編は「医薬品・香粧品工業」、「既存フ

ァインケミカル工業」、「エレクトロニク

ス産業とファインケミカルス」「工業用薬



29 

 

剤・添加剤」の 4 部構成、35 工業を取り

上げ、統計情報や取材に基づき、生産量・

輸出入量・業界動向等がまとめられてい

る。また、製品編では中間体や原材料等

100 品目に関する製法・生産・需要動向・

価格等のデータが収録されている。 

化学物質の用途や生産量に係る情報は特

に製品編に記載されており、100 品目のバ

リエーションは毎年適宜変わっている。

本に印刷されている情報を一つ一つ直接

整理用ファイルに打ち込むという情報入

手の作業効率を考慮し、2020 年版のうち

73 物質を抜粋し、その用途・生産量の情

報を得た。収集した情報の一例を表 10 に

示した。 

 

・化審法「優先評価化学物質の用途別出荷

数量割合」 

  化審法の製造輸入数量・用途別出荷数

量情報は、製造・輸入事業者から毎年届出

がなされているが、公表時には営業秘密

情報に十分配慮された形での公表となる。

そのため、データを用いて詳細な解析を

行うには難しい点が多い。一方、化審法届

出情報を集計・整理する委託業務の報告

書では、速報値として上位 3 位までの優

先評価化学物質の出荷用途の割合を公表

している。そこで、それらの報告書に記載

された情報を収集した。収集した情報の

一例を表 11 に示した。 

 

・化審法「化学物質の製造・輸入量に関す

る実態調査」 

本調査は、化学物質の製造・輸入量の実

態を把握するため、統計法に基づく承認

統計として原則 3 年に一度行うものであ

る。調査結果は、化審法における既存化学

物質等（約 2 万 6000 種）の安全性点検や

化管法における対象物質の選定に用いら

れるほか、経済協力開発機構（OECD）に

おいて進められている高生産量化学物質

の有害性評価の取組においても活用され

ている。平成 21 年からは既に化審法に基

づく義務として製造・輸入数量が毎年届

出られているが、それ以前は、平成 13 年

度、16 年度、19 年度に大規模な実態調査

が行われた。収集した情報の一例として

一般化学物質及び優先評価化学物質の一

部を表 12 に示した。 

 

D. 考察 

我が国の家庭用品規制法では、「家庭用

品」は第二条第一項に「この法律において、

「家庭用品」とは、主として一般消費者の

生活の用に供される製品（別表に掲げる

ものを除く）をいう。」と定義されている。

ここで、別表で掲げられているのは、食品

衛生法に規定される食品、添加物、容器包

装、おもちや及び洗浄剤、医薬品医療機器

等法（旧薬事法）に規定される医薬品、医

薬部外品、化粧品及び医療用具、並びに他

法令で十分な規制が行われ有害物質によ

る人の健康に係る被害の生ずるおそれが

ない製品である。また、家庭用品は「主と

して一般消費者の生活の用に供される」

とされており、「主として業務の用に供さ

れる」業務用製品については対象外とな

る。ただし、その判断は使用目的、販売形

態等から検討する必要があり、主として

一般消費者の用に供され、従として業務

用に用いられているものは「家庭用品」と

なる。また、「家庭用品」は製品であるた
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め、製品の前段階である「部品」などは家

庭用品には該当しない。 

EU 及び米国で調査した法令について

は、家庭用品に限定した規制は確認でき

ず、我が国における化審法のように化学

物質に対しての規制であり、それらの家

庭用品の定義は家庭用品規制法よりも広

い範疇の製品を含んでいた。すなわち、我

が国のように始めから家庭用品と化学物

質を対として規制基準の設定は行ってい

ない。例えば EU の REACH 規則の認可

（Authorisation）では、SVHC の規制対象

製品は「成形品」とされ、幅広い製品が対

象とされている。これは、化学物質につい

てハザードを基に管理する考え方であり、

そのためリスク評価は実施されておらず

包括的な規制となっている。このように、

諸外国と我が国では規制対象製品が異な

っており注意が必要である。 

同 じ REACH 規 則 に お け る 制 限

（Restriction）では、ヒトの健康にリスク

を及ぼす可能性のある物質を特定し、対

象製品中の化学物質のリスク評価を行い、

それに基づき個別の基準値を定めて規制

している。具体的な制限事例を調べると、

有機リン系難燃剤のケースでは、SVHCに

指定されている TCEP を対象とした際に、

他法令（玩具規則）で規制対象となってい

る類似化合物である TCPP 及び TDCP も

リスク評価対象にしていた。なお、本ケー

スでは必要なハザード情報が揃うまで保

留とするために、制限提案を取り下げて

いた。また、繊維製品中の化学物質規制で

は、SVHC リストの掲載の有無に関わらず

CMR物質を対象としていた。このように、

規制の設定にはある程度の柔軟性を持た

していると考えられた。 

米国の TSCA では、始めに検討対象の

化学物質リストを作成し、さらに生殖毒

性、神経毒性及び発がん性等の情報を基

に絞り込みを行っている。その際、米国市

場において直近で製造・輸入実績のある

物質（アクティブ物質）に対して、規制の

検討に向けて高優先や低優先物質を公表

している。ただし、絞り込みのプロセスの

詳細は不明である。また、カナダ CMP で

も始めに対象化合物をリストアップし、

TSCA と同様にリスク評価の優先順位付

けも実施している。 

 このように、諸外国における規制基準

の策定は、始めに化学物質のハザードに

着目し、必要に応じてリストを作成し、そ

れらの中から毒性及び使用状況などを考

慮して規制基準の測定を行っていた。そ

のため、我が国における家庭用品中の有

害物質の指定方法に関しても、規制候補

物質のリストを作成し、それらの化合物

に優先順位付けを行い、最終的に詳細リ

スク評価を実施し、規制の有無を検討す

ることが望ましいものと考えられた。し

かしながら、初期のリスト作成方法や優

先順位付け方法については本調査では確

認できなかった。一方、米国の連邦法では

なくカリフォルニア州における取り組み

ではあるが、SCP プログラムでは候補物

質を選定するにあたって特定の情報源を

参照し、候補化学物質としてリスト化す

ることになっていた。このような場合に

は、情報源の選択が非常に重要になって

くるものと考えられる。また、ハザード評

価の実施に際して、情報が得られない化

合物について、場合によっては構造的又は
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機能的な類似性に基づいて情報のある化合

物とグループ化して評価する方法も認めら

れた。 

 各対象物質の規制根拠については、急

性毒性をはじめ、発がん性、生殖毒性、

肝障害、腎障害及び皮膚障害（刺激性・

アレルギー性）など多岐にわたってい

た。また、ハザードベースでの規制もあ

れば曝露を考慮したリスクベースでの規

制もあった。また、家庭用品規制法では

規制基準の策定に関して、最も影響のあ

ると考えられる曝露経路を一つ選択して

リスク評価を実施しているが、諸外国に

おいてリスク評価の際には、経口や経皮

等複数の経路からの曝露を想定し評価し

ていた。基準値については、含有量での

規制をはじめ、特定条件での溶出や放散

量が規定されている場合や、基準値が明

記されておらず、使用禁止とされている

ものもあった。家庭用品規制法ではいく

つかの有害物質について所定の試験法で

「検出されないこと」とされているが、

このような、「検出されないこと」とい

う規制は、その試験方法や分析機器の性

能等に左右されることから、諸外国では

避けられているものと思われる。そのた

め、今後、家庭用品規制法において基準

値を設定する際には、「検出されないこ

と」ではなく、明確な基準値を定める必

要があると考えられる。 

 我が国における化学物質の用途及び生

産量情報について、複数の情報源から入

手を試みた。どの情報源が有効かを評価

するには、得られた情報源の確からしさ

を検討する必要がある。そこで、用途情報

が得られた情報源について、いくつかの

化合物について CAS 番号で物質横断的に

用途情報を整理し、比較・考察を行った

（表 13）。その結果、同一化合物でも情報

源によって記載情報量や内容に違いが認

められた。そして、一部の用途情報が解離

しているもの、家庭用品への使用が判断

できないもの、修飾語の使用方法で混乱

を生じるもの、判断が難しいもの等に分

けられた。 

用途情報が解離している例として、イ

ソ酪酸無水物や p-ニトロクロロベンゼン

では、原料（中間体）としての使用を示唆

する情報源と、そのまま使用されると記

載されている情報源とがあった。ナトリ

ウム＝オクチル＝スルファートは界面活

性剤として使用されるが、一部の情報源

にはその記載がなかった。家庭用品への

使用が判断できないものとしては、2-（ピ

ペラジン-1-イル）エチルアミンや 2-（2-

ブトキシエトキシ）エタノール等があり、

前者ではエポキシ硬化剤として家庭用塗

料に使用される可能性が、一部の情報源

は記載情報だけでは判断がつかなかった。

後者では、CHRIP は化学日報工業社の資

料からの情報との重複が考えられたが、

CHRIP と「主要化学物質の法規制等一覧

表（2018 年版）」では「溶剤」、「17019 の

化学商品（2019 年度版）」では可塑剤との

標記があり、正確性の判断が難しかった。

修飾語の使用方法で混乱を生じるものと

して、N-イソプロピルアクリルアミド等

があり、「繊維、紙、接着剤、洗剤、化粧

品の結合剤」と記載された場合に、全ての

製品の結合剤なのか、化粧品のみなのか

不明であった。そして、判断が難しいもの

として、3-（テトラデカ-1-イルアミノ）プ
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ロパン酸やトリエタノールアミンがあり、

前者では洗剤との記載に洗剤原料が含ま

れるのかどうか、後者では洗浄剤の添加

剤等様々な製品に使用されるため、用途

情報が少ない情報源では家庭用品への使

用が判断できなかった。 

このように、情報源によって用途情報

に差があると、複数情報源を横断的に確

認したり、個別に製造業者のホームペー

ジ等の確認や別の情報源（例：REACH 等

の海外サイト）での確認が必要になった

りして煩雑である。さらに、情報源によっ

てはデータが電子データ化しておらず紙

ベースでの収集となる場合があり、情報

源の有効性の一つとしてデータの入手し

やすさも考慮すべきと考えられた。また、

情報源の記載内容は多い（用途情報が多

い）方が好ましいが、出典が不明であった

り、実際には使用されていない用途が記

載されていたりする可能性もある。実際

に、用途情報が間違っていたために、不必

要な評価書を作成した例 3)もある。そのた

め、当該情報源を使用して何らかのスキ

ームを作る際には、情報量の多寡や不正

確な情報の混在の影響を軽減する仕組み

を検討する必要があると考えられる。 

生産量等の情報収集では、「17019 の化

学商品（2019 年度版）」、「ファインケミカ

ル年鑑」及び「化学物質の製造・輸入量に

関する実態調査」から情報を得た。「17019

の化学商品（2019 年度版）」は、同一化学

物質の生産量を分類ごとに掲載している

ため、データベースとして整理するのに

手間が必要であった。また、「ファインケ

ミカル年鑑」は全て紙ベースで記載され

ていることから、情報の抽出が非常に煩

雑であるため、データベースとして整理

するのが困難と考えられた。「化学物質の

製造・輸入量に関する実態調査」では製

造・輸入数量データについて、平成 13 年

度のみ CAS 番号単位で公開されているが、

その後は CAS 番号を使用していない。そ

のため、収集した情報を用途情報等と紐

づけるためには、CAS 番号の付与などが

必要になると考えられた。この場合、CAS

番号が複数存在する化合物の場合には、

データ重複などを避ける方法を検討する

必要がある。また、一般化学物質に関して

事業者の機密保持のため、製造・輸入数量

が公開されない場合がある。このような

化合物について、調査年が少し異なるが

N-メチルアニリンでは「化学物質の製造・

輸入量に関する実態調査」では非公開だ

が、「17019 の化学商品（2019 年度版）」で

は生産量の記載が確認できた。そのため、

これらの化合物については可能な限り、

それぞれの情報源で相互に補完するのが

望ましいと考えられた。 

本調査では、用途情報や生産量等の情

報収集方法について、各種情報源の内容

を確認し、その情報量や正確性等につい

て検討した。それぞれの情報源について、

長所及び短所が存在し、一つの情報源に

絞り込むのは難しいと考えられた。また、

有害物質の評価候補リスト作成等に用い

る際に、これらの情報源の情報量が多い

ことから、今後は生産量や用途情報からの

絞り込みだけでなく、ハザード情報等を用

いた絞り込み方法についても併せて検討が

必要と考えられる。 

 

E. まとめ 
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EU、米国及びカナダにおける家庭用品

関連規制基準を調査すると共に、家庭用

品に使用される化学物質の生産量及び用

途情報の収集方法を検討するために各種

情報源の探索を行った。調査対象とした

国々では家庭用品に限定した規制は確認

できず、家庭用品規制法よりも広い範疇

の製品を対象とした化学物質規制となっ

ていた。諸外国における規制基準の策定

は、始めに化学物質のハザードに着目し、

必要に応じてリストを作成し、それらの

中から毒性及び使用状況などを考慮して

規制基準の測定を行っていた。そのため、

我が国における家庭用品中の有害物質の

指定方法に関しても、規制候補物質のリ

ストを作成し、それらの化合物に優先順

位付けを行い、最終的に詳細リスク評価

を実施し、規制の有無を検討することが

望ましいものと考えられた。また、ハザー

ド評価の実施に際して、情報が得られな

い化合物について、場合によっては構造

的又は機能的な類似性に基づいて情報のあ

る化合物とグループ化して評価する方法も

認められ、そのような方法も検討する必要

があると考えられた。 

化学物質の用途情報の収集では、複数の

情報源から情報を入手し整理した。その結

果、同一化合物でも情報源によって記載

情報量や内容に違いが認められた。そし

て、一部の用途情報が解離しているもの、

家庭用品への使用が判断できないもの、

修飾語の使用方法で混乱を生じるもの、

判断が難しいもの等に分けられた。また、

化学物質の生産量等の情報収集では、対象

とした情報源により情報の入手や整理のし

易さが異なることから、それぞれの情報源

で相互に補完するのが望ましいと考えら

れた。このように、それぞれの情報源につ

いて、長所及び短所が存在し、一つの情報

源に絞り込むのは難しいと考えられた。

また、有害物質の評価候補リスト作成等

に用いる際に、これらの情報源の情報量

が多いことから、今後は生産量や用途情報

からの絞り込みだけでなく、ハザード情報

等を用いた絞り込み方法についても併せて

検討が必要と考えられる。 
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表2. 欧州で新たに繊維製品について規制される物質リスト

Classification Substances CAS No. Concentration limit by weight

Cadmium and its compounds

(listed in Annex XVII, Entry 28, 29, 30, Appendices 1-6)
—

1 mg/kg after extraction

(expressed as Cd metal that can be extracted from the material)

Chromium VI compounds

(listed in Annex XVII, Entry 28, 29, 30, Appendices 1-6)
—

1 mg/kg after extraction

(expressed as Cr VI that can be extracted from the material)

Arsenic compounds

 (listed in Annex XVII, Entry 28, 29, 30, Appendices 1-6)
—

1 mg/kg after extraction

(expressed as As metal that can be extracted from the material)

Lead and its compounds

 (listed in Annex XVII, Entry 28, 29, 30, Appendices 1-6)
—

1 mg/kg after extraction

(expressed as Pb metal that can be extracted from the material)

Benzene Benzene 71-43-2 5 mg/kg

Benz[a ]anthracene 56-55-3 1 mg/kg

Benz[e ]acephenanthrylene 205-99-2 1 mg/kg

benzo[a ]pyrene 50-32-8 1 mg/kg

Benzo[e ]pyrene 192-97-2 1 mg/kg

Benzo[j ]fluoranthene 205-82-3 1 mg/kg

Benzo[k ]fluoranthene 207-08-9 1 mg/kg

Chrysene 218-01-9 1 mg/kg

Dibenz[a,h ]anthracene 53-70-3 1 mg/kg

p -chlorobenzotrichloride 5216-25-1 1 mg/kg

benzotrichloride 98-07-7 1 mg/kg

benzyl chloride 100-44-7 1 mg/kg

Formaldehyde Formaldehyde 50-00-0 75 mg/kg

1,2-benzenedicarboxylic acid; di-C 6-8-branched

alkylesters, C 7-rich
71888-89-6

1 000 mg/kg (individually or in combination with other phthalates in this

entry or in other entries of Annex XVII that are classified in Part 3 of

Annex VI to Regulation (EC) No 1272/2008 in any of the hazard

classes carcinogenicity, germ cell mutagenicity or reproductive

toxicity, category 1A or 1B

Bis(2-methoxyethyl) phthalate 117-82-8

1 000 mg/kg (individually or in combination with other phthalates in this

entry or in other entries of Annex XVII that are classified in Part 3 of

Annex VI to Regulation (EC) No 1272/2008 in any of the hazard

classes carcinogenicity, germ cell mutagenicity or reproductive

toxicity, category 1A or 1B

Diisopentylphthalate 605-50-5

1 000 mg/kg (individually or in combination with other phthalates in this

entry or in other entries of Annex XVII that are classified in Part 3 of

Annex VI to Regulation (EC) No 1272/2008 in any of the hazard

classes carcinogenicity, germ cell mutagenicity or reproductive

toxicity, category 1A or 1B

Di-n -pentyl phthalate (DPP) 131-18-0

1 000 mg/kg (individually or in combination with other phthalates in this

entry or in other entries of Annex XVII that are classified in Part 3 of

Annex VI to Regulation (EC) No 1272/2008 in any of the hazard

classes carcinogenicity, germ cell mutagenicity or reproductive

toxicity, category 1A or 1B

Di-n -hexyl phthalate (DnHP) 84-75-3

1 000 mg/kg (individually or in combination with other phthalates in this

entry or in other entries of Annex XVII that are classified in Part 3 of

Annex VI to Regulation (EC) No 1272/2008 in any of the hazard

classes carcinogenicity, germ cell mutagenicity or reproductive

toxicity, category 1A or 1B

N -methyl-2-pyrrolidone (NMP) 872-50-4 3000 mg/kg

N,N -dimethylacetamide (DMAC) 127-19-5 3000 mg/kg

N,N -dimethylformamide; dimethyl formamide (DMF)  68-12-2 3000 mg/kg

1,4,5,8-tetraaminoanthraquinone

C.I. Disperse Blue 1
2475-45-8 50 mg/kg

Benzenamine, 4,4'-(4-iminocyclohexa-2,5-

dienylidenemethylene)dianiline hydrochloride

C.I. Basic Red 9

569-61-9 50 mg/kg

[4-[4,4'-bis(dimethylamino)benzhydrylidene]cyclohexa -2,5-

dien-1-ylidene]dimethylammonium chloride

C.I. Basic Violet 3 with ≥ 0,1 % of Michler's ketone

548-62-9 50 mg/kg

4-chloro-o -toluidinium chloride 3165-93-3 30 mg/kg

2-Naphthylammoniumacetate 553-00-4 30 mg/kg

 2,4-diaminoanisole sulphate 39156-41-7 30 mg/kg

2,4,5-trimethylaniline hydrochloride 21436-97-5 30 mg/kg

Quinoline 91-22-5 50 mg/kg

Others

Heavy metal

Polyaromatic

Hydrocarbons

 (PAHs)

Chloro toluene

Phthalate

Solvent

Dye
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P
ro

te
c
ti
o

n
 o

f 
th

e
 M

a
ri

n
e

 E
n

vi
ro

n
m

e
n

t 
o

f 
th

e
 N

o
rt

h
-E

a
s

t 
A

tl
a

n
ti
c

T
h

e
 O

S
P

A
R

 C
o

n
ve

n
ti
o

n
 i
s

 t
h

e
 c

u
rr

e
n

t 
le

g
a

l 
in

s
tr

u
m

e
n

t 
g

u
id

in
g

 i
n

te
rn

a
ti
o

n
a

l 
c
o

o
p

e
ra

ti
o

n
 o

n
 t
h

e
 p

ro
te

c
ti
o

n
 o

f 
th

e
 m

a
ri

n
e

 e
n

vi
ro

n
m

e
n

t 
o

f 
th

e
 N

o
rt

h
-E

a
s

t

A
tl
a

n
ti
c
.

C
D

C
 4

th
 N

a
ti
o

n
a

l

E
xp

o
s

u
re

 R
e

p
o

rt

C
h

e
m

ic
a

ls
 t
h

a
t 
a

re
 i
d

e
n

ti
fi
e

d
 o

n
 t
h

e
 C

e
n

te
rs

 f
o

r 
D

is
e

a
s

e
 C

o
n

tr
o

l 
a

n
d

 P
re

ve
n

ti
o

n
’s

 F
o

u
rt

h
 N

a
ti
o

n
a

l 
R

e
p

o
rt

 o
n

 H
u

m
a

n

E
xp

o
s

u
re

 t
o

 E
n

vi
ro

n
m

e
n

ta
l 
C

h
e

m
ic

a
ls

  
a

n
d

 U
p

d
a

te
d

 T
a

b
le

s

T
h

e
 C

e
n

te
rs

 f
o

r 
D

is
e

a
s

e
 C

o
n

tr
o

l 
a

n
d

 P
re

ve
n

ti
o

n
 (

C
D

C
) 

is
 p

a
rt

 o
f 
th

e
 U

.S
. 
D

e
p

a
rt

m
e

n
t 
o

f 
H

e
a

lt
h

 a
n

d
 H

u
m

a
n

 S
e

rv
ic

e
s

, 
a

n
d

 p
ro

d
u

c
e

s
 t
h

e
 N

a
ti
o

n
a

l 
E

xp
o

s
u

re

R
e

p
o

rt
 a

s
 a

 s
e

ri
e

s
 o

f 
o

n
g

o
in

g
 a

s
s

e
s

s
m

e
n

ts
 o

f 
th

e
 U

.S
. 
p

o
p

u
la

ti
o

n
’s

 e
xp

o
s

u
re

 t
o

 e
n

vi
ro

n
m

e
n

ta
l 
c
h

e
m

ic
a

ls
. 
S

c
ie

n
ti
s

ts
 m

e
a

s
u

re
 c

h
e

m
ic

a
ls

 o
r 

th
e

ir

m
e

ta
b

o
li
te

s
 i
n

 b
lo

o
d

 a
n

d
 u

ri
n

e
 s

a
m

p
le

s
 o

b
ta

in
e

d
 b

y 
ra

n
d

o
m

 s
a

m
p

le
 p

a
rt

ic
ip

a
n

ts
 i
n

 C
D

C
’s

 N
a

ti
o

n
a

l 
H

e
a

lt
h

 a
n

d
 N

u
tr

it
io

n
 E

xa
m

in
a

ti
o

n
 S

u
rv

e
y 

(N
H

A
N

E
S

).

表
4

. 
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

S
C

P
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
情

報
源

リ
ス
ト

 E
x

p
o

s
u

re
 P

o
te

n
ti

a
l 
L

is
ts

H
a

z
a

rd
 T

ra
it

 L
is

ts

T
h

e
 C

a
n

d
id

a
te

 C
h

e
m

ic
a

ls
 L

is
t 
is

 c
o

m
p

il
e

d
 f
ro

m
 2

3
 "

a
u

th
o

ri
ta

ti
ve

 l
is

ts
" 

id
e

n
ti
fi
e

d
 i
n

 t
h

e
 S

a
fe

r 
C

o
n

s
u

m
e

r 
P

ro
d

u
c
ts

 R
e

g
u

la
ti
o

n
s

 (
C

a
l.
 C

o
d

e
 R

e
g

s
.,
 t
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. 
2

2
, 
§
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5
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2
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, 
s

u
b

d
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))
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T

h
e
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u
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 l
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 f
a
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 i
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 t
w

o
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a
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g
o
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e

s
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1
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a
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o
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c
h

e
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a
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5
0

2
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)(
1

))
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a

n
d

 2
) 

"e
xp

o
s

u
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o
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n

ti
a

l"
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is

ts
 (

§

6
9

5
0

2
.2

, 
s

u
b

d
. 
(a

)(
2

))
.
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 表
5
. 
N

IT
E

の
C

H
R

IP
か

ら
収

集
し

た
情

報
例

C
A

S
番

号
用

途
出

典

1
0
0
-0

9
-4

医
薬

中
間

体
、

香
料

の
保

留
剤

、
陽

画
感

光
剤

原
料

化
学

工
業

日
報

社

1
0
0
-5

2
-7

安
息

香
酸

・
フ

ェ
ニ

ル
グ

リ
シ

ン
原

料
、

医
薬

・
染

料
中

間
体

／
医

薬
品

原
料

、
合

成
香

料
原

料
、

染
料

原
料

化
学

工
業

日
報

社
／

Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｅ

初
期

リ
ス

ク
評

価
書

1
0
0
4
3
-3

5
-3

ガ
ラ

ス
・

ほ
う

ろ
う

原
料

、
医

薬
、

ニ
ッ

ケ
ル

メ
ッ

キ
添

加
剤

、
防

火
剤

、
防

腐
剤

、
写

真
薬

化
学

工
業

日
報

社

9
7
-7

2
-3

医
薬

・
香

料
・

可
塑

剤
・

過
酸

化
物

化
学

工
業

日
報

社

1
0
0
-0

0
-5

ア
ゾ

染
料

・
硫

化
染

料
・

医
薬

中
間

体
／

ア
ゾ

染
料

中
間

体
Ｎ

Ｉ
Ｔ

Ｅ
初

期
リ

ス
ク

評
価

書
／

化
学

工
業

日
報

社

1
4
2
-3

1
-4

メ
ッ

キ
薬

、
イ

オ
ン

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
用

試
薬

化
学

工
業

日
報

社

1
1
0
-3

0
-5

合
成

樹
脂

の
滑

剤
、

粘
着

防
止

剤
化

学
工

業
日

報
社

2
5
2
6
5
-7

1
-8

溶
剤

、
ラ

ッ
カ

ー
希

釈
剤

化
学

工
業

日
報

社

2
5
6
2
0
-7

8
-4

染
料

Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｅ

調
査
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 表
6

. 
N

IT
E
の

「
身

の
回

り
の

製
品

に
含

ま
れ
る
化

学
物

質
」
か
ら
収

集
し
た
情

報
例

（
家

庭
用

塗
料

）

大
分

類
小

分
類

総
称

名
成

分
名

称
C

A
S
番

号
主

な
用

途
・
役

割
・
特

徴

樹
脂

類
天

然
樹

脂
セ
ラ
ッ
ク

セ
ラ
ッ
ク

9
0

0
0

-5
9

-3
ラ
ッ
ク
カ
イ
ガ
ラ
虫

が
樹

液
を
吸

っ
て
分

泌
し
た
樹

脂
状

物
質

を
原

料
と
し
て
、
精

製
し
た
も
の

。
セ
ラ
ッ
ク
を
メ
タ
ノ
ー
ル
等

に
2

5
〜

3
5
％

溶
解

し
た
も
の

が
酒

精
ニ
ス
、
電

気
絶

縁
ワ
ニ
ス
に
使

用
さ
れ
る
。

樹
脂

類
天

然
樹

脂
ロ
ジ
ン

ロ
ジ
ン

8
0

5
0

-0
9

-7
松

に
含

ま
れ
る
樹

脂
酸

を
精

製
し
た
も
の

。
船

底
用

防
汚

塗
料

、
油

性
ワ
ニ
ス
、
ロ
ジ
ン
加

工
品

に
使

わ
れ
る
。
最

近
で
は
家

庭
用

塗
料

に
使

用
さ
れ
る
こ
と
は
少

な
く
な
っ
て
い

る
。

樹
脂

類
合

成
樹

脂
ア
ル
キ
ド
樹

脂
ア
ル
キ
ド
樹

脂
、
フ
タ
ル
酸

樹
脂

-
無

水
フ
タ
ル
酸

な
ど
の

多
塩

基
酸

と
グ
リ
セ
リ
ン
な
ど
の

多
価

ア
ル
コ
ー
ル
と
の

反
応

生
成

物
を
骨

格
に
油

脂
な
ど
を
反

応
さ
せ
て
で
き
る
樹

脂
。
一

般
に
光

沢

硬
度

、
耐

油
性

、
耐

候
性

が
あ
る
。
一

般
金

属
、
家

庭
用

油
性

塗
料

な
ど
広

い
範

囲
に
使

用
さ
れ
る
。

樹
脂

類
合

成
樹

脂
ア
ミ
ノ
樹

脂
ブ
チ
ル
化

メ
ラ
ミ
ン
樹

脂
6

8
0

0
2

-2
1

-1
メ
ラ
ミ
ン
と
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
の

縮
合

物
に
ブ
タ
ノ
ー
ル
を
反

応
さ
せ
て
で
き
る
樹

脂
。
ア
ル
キ
ド
樹

脂
、
ア
ク
リ
ル
樹

脂
、
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
な
ど
の

架
橋

剤

と
し
て
、
一

般
金

属
、
家

電
製

品
な
ど
の

焼
付

け
塗

装
の

分
野

で
使

用
さ
れ
る
。

樹
脂

類
合

成
樹

脂
ビ
ニ
ル
樹

脂
ポ
リ
塩

化
ビ
ニ
ル
、
塩

化
ビ
ニ
ル
樹

脂
【
塩

ビ
、

P
V

C
】

9
0

0
2

-8
6

-2
塩

化
ビ
ニ
ル
を
重

合
さ
せ
て
得

ら
れ
る
樹

脂
。
酢

酸
ビ
ニ
ル
と
の

共
重

合
体

に
し
て
、
耐

薬
品

性
、
防

食
、
防

さ
び

、
船

底
、
瓦

、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用

塗
料

と
し
て
使

用

さ
れ
る
。
最

近
で
は
家

庭
用

塗
料

に
使

用
さ
れ
る
こ
と
は
少

な
く
な
っ
て
い

る
。

樹
脂

類
合

成
樹

脂
ア
ク
リ
ル
樹

脂
ア
ク
リ
ル
酸

・
メ
タ
ク
リ
ル
酸

・
ア
ク
リ
ル
酸

エ
チ
ル
共

重
合

物
3

0
3

5
1

-7
3

-6

ア
ク
リ
ル
樹

脂
は
ア
ク
リ
ル
酸

、
ア
ク
リ
ル
酸

エ
ス
テ
ル
、
メ
タ
ク
リ
ル
酸

、
メ
タ
ク
リ
ル
酸

エ
ス
テ
ル
な
ど
か
ら
な
る
共

重
合

体
。
熱

可
塑

性
、
熱

硬
化

性
の

両
方

が

あ
り
、
幅

広
い

種
類

が
あ
る
。
ラ
ッ
カ
ー
と
し
て
建

築
外

装
用

に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用

塗
料

と
メ
ラ
ミ
ン
樹

脂
な
ど
を
組

み
合

わ
せ
た
も
の

が
自

動
車

や
家

電
用

塗

料
と
し
て
使

用
さ
れ
る
。

樹
脂

類
合

成
樹

脂
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹

脂
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹

脂
、
ウ
レ
タ
ン
樹

脂
【
P

U
R
】

4
0

3
5

-8
9

-6
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹

脂
は
分

子
中

に
ウ
レ
タ
ン
結

合
(-

N
H

-C
O

-O
-)
を
持

つ
重

合
体

の
総

称
で
、
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
基

（
-N

=
C

=
O

)を
持

つ
化

合
物

と
水

酸
基

 (
-O

H
)

を
持

つ
化

合
物

の
反

応
で
得

ら
れ
る
。
体

育
館

の
床

、
船

舶
、
皮

革
用

、
高

級
家

具
、
楽

器
、
仏

壇
、
金

属
製

品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

塗
料

に
使

用
さ
れ
る
。

樹
脂

類
合

成
樹

脂
シ
リ
コ
ー
ン
樹

脂
ア
ク
リ
ル
シ
リ
コ
ー
ン
樹

脂
1

7
4

0
7

-0
9

-9
ア
ク
リ
ル
シ
リ
コ
ー
ン
樹

脂
は
、
分

子
内

に
ア
ル
コ
キ
シ
シ
リ
ル
基

（
-S

iO
R

-）
を
持

つ
ア
ク
リ
ル
系

共
重

合
体

の
総

称
。
建

築
分

野
（
現

場
施

工
、
金

属
、
窯

業
系

屋

根
）
、
重

防
食

分
野

（
鉄

鋼
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
、
自

動
車

補
修

用
な
ど
に
使

用
さ
れ
る
。

樹
脂

類
合

成
樹

脂
フ
ッ
素

樹
脂

溶
剤

可
溶

型
フ
ッ
素

樹
脂

、
フ
ッ
素

樹
脂

2
6

6
5

5
-0

0
-5

フ
ッ
素

樹
脂

は
、
フ
ッ
素

を
含

む
オ
レ
フ
ィ
ン
、
フ
ッ
素

を
含

む
ア
ル
キ
ル
基

な
ど
を
持

つ
オ
レ
フ
ィ
ン
の

重
合

で
得

ら
れ
る
樹

脂
の

総
称

。
機

械
的

強
度

、
耐

久
性

が
あ
り
、
硬

化
剤

と
組

み
合

わ
せ
て
建

築
、
重

防
食

分
野

、
自

動
車

分
野

で
使

用
さ
れ
る
。

樹
脂

類
合

成
樹

脂
石

油
樹

脂
芳

香
族

系
石

油
樹

脂
、
石

油
樹

脂
6

3
2

3
1

-6
2

-9
ナ
フ
サ
の

芳
香

族
留

分
を
重

合
し
た
熱

可
塑

性
樹

脂
。
石

油
樹

脂
は
、
ナ
フ
サ
の

熱
分

解
過

程
で
生

成
す
る
芳

香
族

留
分

、
脂

肪
族

オ
レ
フ
ィ
ン
、
ジ
オ
レ
フ
ィ
ン
な

ど
を
重

合
し
て
得

ら
れ
る
樹

脂
の

総
称

。
溶

媒
型

塗
料

、
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
塗

料
(路

面
標

示
用

塗
料

)、
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
の

希
釈

剤
に
使

用
さ
れ
る
。

樹
脂

類
合

成
樹

脂
ア
ク
リ
ル
モ
ノ
マ
ー

ア
ク
リ
ル
酸

2
-エ

チ
ル
ヘ
キ
シ
ル

1
0

3
-1

1
-7

ア
ク
リ
ル
樹

脂
の

原
料

、
合

板
、
家

具
、
床

な
ど
の

木
製

品
、
紙

、
磁

気
テ
ー
プ
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
用

塗
料

な
ど
に
使

用
さ
れ
る
。

硬
化

樹
脂

硬
化

剤
ウ
レ
タ
ン
硬

化
剤

ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
、

1
,6

'-
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
ヘ
キ

サ
ン
【
H

D
I】

8
2

2
-0

6
-0

湿
気

硬
化

型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
型

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ポ
リ
オ
ー
ル
硬

化
型

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
プ
レ
ポ
リ
マ
ー
な
ど
の

変
性

用
原

料
に
使

用
さ
れ
る
。

硬
化

樹
脂

硬
化

剤
エ
ポ
キ
シ
硬

化
剤

エ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
【
E

D
A
】

1
0

7
-1

5
-3

防
食

分
野

や
工

業
用

塗
料

な
ど
の

二
液

型
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
塗

料
の

硬
化

剤
の

原
料

と
し
て
使

用
さ
れ
る
。

硬
化

樹
脂

架
橋

剤
グ
リ
シ
ジ
ル
エ
ス
テ
ル

オ
ク
タ
デ
カ
ン
酸

グ
リ
シ
ジ
ル
エ
ス
テ
ル

7
4

6
0

-8
4

-6
一

般
に
は
架

橋
剤

、
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
塗

料
の

反
応

性
希

釈
剤

と
し
て
使

用
さ
れ
る
。

顔
料

・
染

料
無

機
系

顔
料

無
機

白
色

顔
料

酸
化

チ
タ
ン
、
二

酸
化

チ
タ
ン
、
チ
タ
ン
ホ
ワ
イ
ト

1
3

4
6

3
-6

7
-7

白
色

顔
料

、
淡

黄
色

、
中

間
色

の
ベ
ー
ス
顔

料
と
し
て
使

用
さ
れ
る
。

顔
料

・
染

料
無

機
系

顔
料

無
機

緑
色

顔
料

コ
バ
ル
ト
グ
リ
ー
ン

8
0

1
1

-8
7

-8
耐

候
性

が
あ
り
、
耐

熱
塗

料
、
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
塗

料
に
使

用
さ
れ
る
。

顔
料

・
染

料
そ
の

他
の

顔
料

防
さ
び

顔
料

リ
ン
酸

亜
鉛

7
7

7
9

-9
0

-0
広

範
囲

で
使

用
さ
れ
る
。
鉄

鋼
を
は
じ
め
、
亜

鉛
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等

の
非

鉄
金

属
用

塗
料

に
使

用
さ
れ
る
。

溶
剤

類
炭

化
水

素
脂

肪
族

炭
化

水
素

ヘ
プ
タ
ン

1
4

2
-8

2
-5

ラ
ッ
カ
ー
、
ワ
ニ
ス
の

溶
媒

に
使

用
さ
れ
る
。

溶
剤

類
炭

化
水

素
脂

環
族

炭
化

水
素

シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン

1
1

0
-8

2
-7

ペ
イ
ン
ト
、
ワ
ニ
ス
の

剥
離

剤
に
使

用
さ
れ
る
。
揮

発
性

、
引

火
性

が
極

め
て
高

い
。

溶
剤

類
炭

化
水

素
脂

環
族

炭
化

水
素

メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン

1
0

8
-8

7
-2

光
化

学
反

応
性

の
小

さ
い

溶
媒

と
し
て
、
ト
ル
エ
ン
の

代
わ
り
に
使

用
さ
れ
る
。

溶
剤

類
ア
ル
コ
ー
ル

ア
ル
コ
ー
ル

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
エ
タ
ノ
ー
ル
、
酒

精
6

4
-1

7
-5

ラ
ッ
カ
ー
、
メ
ラ
ミ
ン
樹

脂
、
尿

素
樹

脂
、
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
イ
マ
ー
な
ど
の

溶
媒

に
使

用
さ
れ
る
。

溶
剤

類
エ
ー
テ
ル

セ
ロ
ソ
ル
ブ

2
-ブ

ト
キ
シ
エ
タ
ノ
ー
ル
、
ブ
チ
ル
セ
ロ
ソ
ル
ブ
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー

ル
モ
ノ
ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル

1
1

1
-7

6
-2

樹
脂

、
ラ
ッ
カ
ー
の

溶
媒

や
粘

度
調

整
剤

に
使

用
さ
れ
る
。

溶
剤

類
エ
ス
テ
ル

酢
酸

エ
ス
テ
ル

酢
酸

n
-ブ

チ
ル
、
酢

酸
ブ
チ
ル

1
2

3
-8

6
-4

各
種

塗
料

の
溶

媒
や
シ
ン
ナ
ー
に
使

用
さ
れ
る
。

溶
剤

類
ケ
ト
ン

ケ
ト
ン

4
-メ

チ
ル

-2
-ペ

ン
タ
ノ
ン
、
メ
チ
ル
イ
ソ
ブ
チ
ル
ケ
ト
ン
【
M

IB
K
】

1
0

8
-1

0
-1

ラ
ッ
カ
ー
の

溶
媒

に
使

用
さ
れ
る
。

そ
の

他
可

塑
剤

ア
ジ
ピ
ン
酸

系
可

塑
剤

セ
バ
シ
ン
酸

ジ
ブ
チ
ル
、
ジ
ブ
チ
ル
セ
バ
ケ
ー
ト
【
D

B
S
】

1
0

9
-4

3
-3

可
塑

剤
と
し
て
広

く
使

用
さ
れ
る
。

そ
の

他
可

塑
剤

ア
ジ
ピ
ン
酸

系
可

塑
剤

ア
ジ
ピ
ン
酸

ジ
イ
ソ
ノ
ニ
ル
、
ジ
イ
ソ
ノ
ニ
ル
ア
ジ
ペ
ー
ト
【
D

IN
A
】

3
3

7
0

3
-0

8
-1

可
塑

剤
と
し
て
広

く
使

用
さ
れ
る
。

そ
の

他
希

釈
剤

フ
タ
ル
酸

ジ
ア
リ
ル
モ
ノ
マ
ー
類

テ
レ
フ
タ
ル
酸

ジ
ア
リ
ル
、
ジ
ア
リ
ル
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト

1
0

2
6

-9
2

-2
不

飽
和

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
塗

料
の

反
応

性
希

釈
剤

、
ゲ
ル
化

防
止

剤
に
使

用
さ
れ
る
。

そ
の

他
乾

燥
剤

ナ
フ
テ
ン
酸

金
属

塩
ナ
フ
テ
ン
酸

亜
鉛

1
2

0
0

1
-8

5
-3

塗
料

の
乾

燥
剤

、
増

粘
剤

、
助

剤
な
ど
の

ほ
か
、
特

に
殺

虫
剤

、
殺

菌
剤

、
船

底
塗

料
、
木

材
防

腐
剤

に
使

用
さ
れ
る
。

そ
の

他
防

カ
ビ
剤

合
成

系
（
2

-メ
ト
キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル
ア
ミ
ノ
）
ベ
ン
ゾ
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
、
メ
チ
ル

-

N
（
-2

-ベ
ン
ズ
イ
ミ
ダ
ゾ
リ
ル
）
カ
ー
バ
メ
ー
ト
、
カ
ー
ベ
ン
ダ
ジ
ン

1
0

6
0

5
-2

1
-7

水
性

、
油

性
塗

料
に
使

用
さ
れ
る
。

そ
の

他
防

カ
ビ
剤

合
成

系

N
（
-フ

ロ
ロ
ジ
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
チ
オ
）
-フ

タ
ル
イ
ミ
ド
、
プ
リ
ベ
ン
ト
ー
ル

A
3
、

2
［
-（
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
）
］
-1

H
-イ

ソ
イ
ン
ド
ー
ル

-1
,3

（
2

H
）
-ジ

オ
ン

7
1

9
-9

6
-0

油
性

塗
料

に
使

用
さ
れ
る
。

そ
の

他
有

機
噴

射
剤

L
P

G
液

化
石

油
ガ
ス

6
8

4
7

6
-8

5
-7

塗
料

の
溶

媒
や
噴

射
剤

に
使

用
さ
れ
る
。
可

燃
性

ガ
ス
。

そ
の

他
有

機
噴

射
剤

D
M

E
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル

1
1

5
-1

0
-6

塗
料

の
溶

媒
や
噴

射
剤

に
使

用
さ
れ
る
。
可

燃
性

ガ
ス
。
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 表
7

. 
厚
生
労
働
省
「職

場
の
安
全
サ
イ
ト
」
か
ら
収
集
し
た
情
報
例

C
A

S
番
号

物
質
名
称

用
途
情
報

1
0
0
-0

0
-5

パ
ラ
－
ニ
ト
ロ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

染
料
、
農
薬
、
酸
化
防
止
剤
、
オ
イ
ル
添
加
剤
、
抗
マ
ラ
リ
ア
薬
お
よ
び
ゴ
ム
薬
品
。

1
0
0
-1

8
-5

１
，
４
－
ジ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

溶
媒
、
中
間
体

1
0
3
7
7
-4

8
-7

硫
酸
リ
チ
ウ
ム

抗
鬱
剤
、
急
結
セ
メ
ン
ト
添
加
剤

1
1
1
8
-4

6
-3

ブ
チ
ル
ト
リ
ク
ロ
ロ
ス
ズ

ガ
ラ
ス
表
面
処
理
剤
、
塩
化
ビ
ニ
ル
安
定
剤
、
触
媒

1
1
1
-8

7
-5

１
－
オ
ク
タ
ノ
ー
ル

香
料

(ロ
ー
ズ
系
）
、
化
粧
品
溶
剤
、

 印
刷
イ
ン
キ
溶
剤
、
可
塑
剤
、
安
定
剤
、
潤
滑
油
、
界
面
活
性
剤
の
原
料
。

1
3
8
3
8
-1

6
-9

２
－
ク
ロ
ロ
－
１
，
１
，
２
－
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
ル
ジ
フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
エ
ー
テ

ル
；
【
エ
ン
フ
ル
ラ
ン
】

吸
入
麻
酔
薬

1
5
0
-4

6
-9

ほ
う
酸
ト
リ
エ
チ
ル

重
合
触
媒
や
有
機
合
成
試
薬
、
殺
菌
剤
、
防
か
び
剤
、
防
汚
剤
、
燃
料
な
ど

2
6
3
1
-3

7
-0

３
－
メ
チ
ル
－
５
－
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
フ
ェ
ニ
ル
－
Ｎ
－
メ
チ
ル
カ
ル
バ
メ
ー
ト

カ
ル
バ
メ
ー
ト
系
農
薬

(殺
虫
剤
）

2
9
8
-0

6
-6

ジ
チ
オ
リ
ン
酸
Ｏ
，
Ｏ
－
ジ
エ
チ
ル

潤
滑
油
添
加
剤
原
料
、
殺
虫
・
殺
菌
剤
原
料
、
綿
の
落
葉
剤
・
乾
燥
剤
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
安
定
剤
原
料
、
鉱
物
油
の
安
定
剤
原
料
、
浮
遊
選
鉱
剤

2
9
8
-8

1
-7

９
－
メ
ト
キ
シ
－
７
Ｈ
－
フ
ロ
［
３
，
２
－
ｇ
］
［
１
］
ベ
ン
ゾ
ピ
ラ
ン
－
７
－
オ
ン

（
別
名
メ
ト
キ
サ
レ
ン
）

医
薬

3
0
0
6
-8

6
-8

１
，
１
－
ビ
ス
（
タ
ー
シ
ャ
リ
－
ブ
チ
ル
パ
ー
オ
キ
シ
）
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン

ラ
ジ
カ
ル
重
合
開
始
剤
、
不
飽
和
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
硬
化
剤

5
0
-0

0
-0

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

ポ
リ
ア
セ
タ
ー
ル
樹
脂
・
ユ
リ
ア
樹
脂
及
び
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
接
着
剤
・
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
・
合
成
ゴ
ム
・
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
（
接
着
剤
を
除
く
）
・
ユ
リ
ア
樹
脂
（
接
着
剤
を
除
く
）
原
料
、
溶
剤
、
医
薬
・

繊
維
処
理
剤
・
紙
力
増
強
剤
・
土
木
建
築
材
料
原
料
、
キ
レ
ー
ト
剤
、
農
薬
合
成
原
料
、
石
炭
酸
系
・
尿
素
系
・
メ
ラ
ミ
ン
系
合
成
樹
脂
、
農
薬
（
失
効
農
薬
）
、
消
毒
剤

5
1
6
-0

3
-0

し
ゅ
う
酸
第
一
鉄

写
真
現
像
用

5
5
6
-6

1
-6

メ
チ
ル
＝
イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト

殺
菌
剤
防
か
び
剤
防
汚
剤
殺
虫
剤
防
虫
剤

5
5
6
-8

2
-1

３
－
メ
チ
ル
－
２
－
ブ
テ
ン
－
１
－
オ
ー
ル

医
薬
品
中
間
体
、
テ
ル
ペ
ン
香
料
中
間
体

6
3
9
2
-4

6
-7

４
－
ジ
ア
リ
ル
ア
ミ
ノ
－
３
，
５
－
ジ
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
－
Ｎ
－
メ
チ
ル
カ
ル
バ

メ
ー
ト

殺
虫
剤

6
7
-5

6
-1

メ
タ
ノ
ー
ル

ホ
ル
マ
リ
ン
・
酢
酸
・
メ
チ
ル
メ
タ
ク
リ
レ
ー
ト
・
Ｄ
Ｍ
Ｔ
・

M
T
B

E
・
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
類
な
ど
の
原
料
、
塗
料
・
電
子
工
業
用
な
ど
の
溶
剤

7
4
4
7
-3

9
-4

塩
化
銅
（
Ⅱ
）

触
媒
、
媒
染
剤
、
葉
緑
素
の
製
造

7
5
-3

7
-6

１
，
１
－
ジ
フ
ル
オ
ロ
エ
タ
ン

エ
ッ
チ
ン
グ
ガ
ス
、
合
成
中
間
原
料

7
5
4
6
-3

0
-7

塩
化
第
一
水
銀

医
療
用
、
甘
汞
（
 か

ん
こ
う
）
電
極
、
試
薬

7
7
7
8
-5

3
-2

リ
ン
酸
三
カ
リ
ウ
ム

食
品
添
加
物
（
発
酵
促
進
剤
、
醸
造
用
剤
、
か
ん
す
い
原
料
）
、
医
薬
培
養
基
剤
、
水
溶
性
肥
料

8
9
-9

8
-5

２
－
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ズ
ア
ル
デ
ヒ
ド

医
薬
品
、
染
料
中
間
体
、
金
属
処
理
剤

9
0
0
4
-7

0
-0

ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ズ

コ
ロ
ジ
オ
ン
、
ラ
ッ
カ
ー
、
イ
ン
キ
、
接
着
剤
製
造
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ヘ
キ
サ
ナ
イ
ト
ラ
ー
ト
は
爆
薬
、
推
進
薬
原
料
、
セ
ロ
ジ
ン
は
顕
微
鏡
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
の
試
料
固
定
剤

(備
考
欄
参
照
）

9
5
-5

3
-4

ｏ
－
ト
ル
イ
ジ
ン

染
料
・
顔
料
の
中
間
体
原
料
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
硬
化
剤
原
料
；
ア
ゾ
系
お
よ
び
硫
化
系
染
料
中
間
体

9
9
9
-8

1
-5

２
－
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
ク
ロ
リ
ド

農
薬
全
般

(中
間
体
を
含
む
）
：
ピ
ピ
リ
ジ
ウ
ム
系
除
草
剤
植
物
成
長
阻
害
剤
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 表
8

. 
化
学
工
業
日
報
社

 「
1

7
0

1
9
の
化
学
商
品
（

2
0

1
9
年
版
）
」
か
ら
収

集
し
た
情

報
例

C
A

S
番
号

物
質
名
称

用
途

生
産
量
（
t）

輸
出
量
（
t）

輸
入
量
（
t）

1
3

4
4

-2
8

-1
高

純
度

ア
ル
ミ
ナ

単
結
晶
製
造
用
、

N
a
ラ
ン
プ
の

チ
ュ
ー
ブ
、
研

磨
材

、
ガ
ラ
ス
添

加
原

料
、
焼

結
体

、
複

合
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

8
0

0

7
6

3
1

-8
6

-9
ヒ
ュ
ー
ム
ド
シ
リ
カ
（
煙
霧

シ
リ
カ
）

塗
料
、
ラ
ッ
カ
ー
、
印

刷
イ
ン
キ
、
合

成
樹

脂
、
ゴ
ム
、
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
、
医

薬
品

、
化

粧
品

、
歯

み
が

き
、
接

着
剤

、
化

学
品

、
感

光
紙

、
グ

リ
ー
ス
、
ワ
ッ
ク
ス
、
飼

料
、
電

気
工

業
、
シ
リ
コ
ー
ン
シ
ー
ラ
ン
ト
、
食

品
添

加
､
  
C

M
P
用
研
磨
､
  
情
報
紙
､
 不

飽
和

ポ
リ
エ
ス
テ
ル

1
5

0
0

0

1
3

7
6

9
-4

3
-2

バ
ナ
ジ
ン
酸

カ
リ
ウ
ム

腐
食
防

止
剤

、
脱

硫
脱

硝
触

媒
1

0

6
1

3
1

-9
0

-4
酢

酸
ソ
ー
ダ

中
間
物

、
染

料
、
医

薬
品

の
製

造
、
ケ
イ
皮

酸
、
無

水
酢

酸
、
酢

酸
銅

、
色

止
め
剤

、
写

真
、
グ
ル
コ
ー
ス
の

精
製

、
食

肉
の

防
腐

、
シ
ュ
ワ
イ
ン

フ
ル
ト
緑

、
阿

片
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の

分
離

、
タ
ン
ニ
ン
な
め
し
、
分

析
用

試
薬

、
脱

水
剤

（無
水
塩

）、
酢

酸
エ
ス
テ
ル
、
塩

化
ア
セ
チ
ル
製

造
、
媒

染
剤

6
0

0
0

2
1

6
5

4
3

6
9

6
1

5
6

-7
8

-1
酢

酸
マ
ン
ガ
ン
（
Ⅱ
）

媒
染
剤

、
絵

具
、
酸

化
反

応
触

媒
、
ワ
ニ
ス

8
0

0

5
7

-1
4

-7
ジ
メ
チ
ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ン
（
非
対

称
型

）
合

成
繊

維
・
合
成

樹
脂

の
安

定
剤

、
医

薬
・
農
薬

の
原

料
、
液

体
推

進
薬

、
界

面
活

性
剤

1
0

0

7
8

-9
2

-2
s

e
c
-ブ

タ
ノ
ー
ル

塗
料
用

溶
剤

（ラ
ッ
カ
ー
，
メ
ラ
ミ
ン
系

樹
脂

塗
料

）、
酢

酸
ブ
チ
ル
の

製
造

原
料

（塗
料
用

溶
剤

）、
可

塑
剤

原
料

（フ
タ
ル
酸

エ
ス
テ
ル
と
し

て
塩

化
ビ
ニ
ル
用

）、
各

種
有

機
合

成
品

の
原

料
、
浮

遊
選

鉱
剤

、
界

面
活

性
剤

、
酸

化
防

止
剤

、
香

料
な
ど
の

製
造

原
料

、
ブ
レ
ー
キ
油

の

調
整
、
抽

出
用

溶
剤

、
脱

水
剤

、
洗

浄
剤

、
消

泡
剤

1
0

0
0

5
0

-0
0

-0
ホ
ル
マ
リ
ン

石
炭
酸

系
・
尿
素

系
・
メ
ラ
ミ
ン
系

合
成

樹
脂

原
料

、
ポ
リ
ア
セ
タ
ー
ル
樹

脂
原

料
、
界

面
活

性
剤

、
ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
テ
ト
ラ
ミ
ン
、
ペ
ン
タ
エ

リ
ス
リ
ト
ー
ル
原

料
、
農

薬
、
消

毒
剤

、
そ
の

他
一

般
防

腐
剤

、
有

機
合

成
原

料
、
ビ
ニ
ロ
ン
、
パ
ラ
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

9
8

6
4

9
6

1
8

0
9

7

6
7

-5
6

-1
メ
タ
ノ
ー
ル

ホ
ル
マ
リ
ン
、
酢

酸
、
メ
チ
ル
メ
タ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
、
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
類

、
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
溶

剤
、

P
V

A
、
ア
ク
リ
ル
酸

メ
チ
ル
、

D
M

T
、
エ
ス
テ
ル

基
材
、
香

料
、

M
T

B
E
、
ガ
ソ
リ
ン
添

加
剤

・
M

T
O
・
M

T
P

1
7

3
0

8
1

7
6

0
4

1
4

7
4

-9
3

-1
メ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン

主
と
し
て
メ
チ
オ
ニ
ン
製

造
用

原
料

、
そ
の

他
に
医

薬
品

、
殺

虫
剤

、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
メ
チ
ル
チ
オ
エ
ー
テ
ル
、
結

合
を
必

要
と
す
る
各

種
有

機
化
合
物
中
間
体
、
反
応
促
進
剤
、
触
媒
活
性
調
整
剤
、
付
臭
剤
、
香
料

1
0

0
0

0

1
4

0
-6

6
-9

p
-t

-オ
ク
チ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル

油
溶
性

フ
ェ
ノ
ー
ル
樹

脂
（
タ
ッ
キ
フ
ァ
イ
ア
ー
，
印

刷
イ
ン
キ
，
ワ
ニ
ス
）
、
界

面
活

性
剤

（繊
維
油

剤
，
ポ
リ
マ
ー
用

，
農
薬

用
）
、
そ
の

他
1

5
0

0
0

9
5

-5
3

-4
ト
ル
イ
ジ
ン

o
-ト

ル
イ
ジ
ン
＝

ア
ゾ
系

お
よ
び

硫
化

系
染

料
、
有

機
合

成
、
溶

剤
、
サ
ッ
カ
リ
ン
、

p
-ト

ル
イ
ジ
ン
＝

有
機

合
成

原
料

、
染

料
製

造
用

の
特

殊

溶
剤

5
5

7
3

2
2

0

1
0

0
-6

1
-8

N
-メ

チ
ル
ア
ニ
リ
ン

有
機
合

成
、
各

種
染

料
、
ゴ
ム
薬

、
農

薬
、
医

薬
1

0

8
7

-9
0

-1
塩

素
化

イ
ソ
シ
ア
ヌ
ル
酸

プ
ー
ル
用

消
毒

剤
、
殺

菌
・
消
毒

剤
（
食
器

，
食
品

製
造

装
置

）、
ク
レ
ン
ザ

ー
（
台
所

，
浴
場

用
）
、
殺

藻
・
ス
ラ
イ
ム
処

理
剤

、
用

水
・
廃
水

の
酸

化
処
理

剤
、
浄

化
槽

放
流

水
用

消
毒

剤
、
家

庭
用

・ラ
ン
ド
リ
ー
向

け
漂

白
剤

、
羊

毛
防

縮
用

、
ゴ
ム
の

塩
素

化
1

5
0

0
0

6
2

6
-1

6
-4

m
-キ

シ
リ
レ
ン
ジ
ク
ロ
ラ
イ
ド

機
能
性
樹
脂
原
料
、
医
農
薬
原
料
、
電
子
材
料
原
料

5

1
1

1
-8

3
-1

臭
化
オ
ク
チ
ル

オ
ク
チ
ル
系

紫
外

線
吸

収
剤

の
原

料
1

0

2
6

1
3

9
-7

5
-3

キ
シ
レ
ン
樹

脂
1

0
0
％

キ
シ
レ
ン
樹

脂
＝

樹
脂

変
性

原
料

、
希

釈
剤

、
粘

着
付

与
剤

　
変

成
キ
シ
レ
ン
樹

脂
＝

粘
着

付
与

剤
、
接

着
剤

、
印

刷
イ
ン
キ
、
導

電
塗

料
、
耐

熱
塗

料
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹

脂
系

成
形

材
料

1
0

0
0

0

9
7

-7
4

-5
Ｔ
Ｓ
（
テ
ト
ラ
メ
チ
ル
チ
ウ
ラ
ム
モ
ノ
ス
ル
フ
ィ
ド
）

有
機
ゴ
ム
薬

品
（
加
硫

促
進

剤
）

1
0

0

1
3

8
7

8
-5

4
-1

Ｚ
Ｐ
（N

-ペ
ン
タ
メ
チ
レ
ン
ジ
チ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸

亜
鉛

）
有

機
ゴ
ム
薬

品
（
加
硫

促
進

剤
）

5

1
4

7
2

6
-3

6
-4

Ｚ
Ｔ
Ｃ
（
ジ
ベ
ン
ジ
ル
ジ
チ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸

亜
鉛

）
有

機
ゴ
ム
薬

品
（
加
硫

促
進

剤
）

1
0

1
0

0
0

-9
0

-4
Ｚ
ＩＸ

（
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
キ
サ
ン
ト
ゲ
ン
酸

亜
鉛

）
有

機
ゴ
ム
薬

品
（
加
硫

促
進

剤
）

1
0

1
0

0
-9

3
-6

Ｔ
Ｄ
〔p

-（
p

-ト
ル
エ
ン
ス
ル
ホ
ニ
ル
ア
ミ
ド
）
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ミ
ン
〕

有
機
ゴ
ム
薬

品
（
老
化

防
止

剤
）

5

8
8

-5
8

-4
A

lb
a
，
Ｎ
Ｓ

-7
，
Ｄ
Ｂ
Ｈ
（
2

,5
-ジ

-t
-ブ

チ
ル
ハ
イ
ド
ロ
キ
ノ
ン
）

有
機
ゴ
ム
薬

品
（
老
化

防
止

剤
）

1
0

6
8

6
1

0
-5

1
-5

Ｐ
Ｂ
Ｋ
（
p

-ク
レ
ゾ
ー
ル
と
ジ
シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ジ
エ
ン
の

ブ
チ
ル
化

反

応
生
成
物
）

有
機
ゴ
ム
薬

品
（
老
化

防
止

剤
）

1
0

1
0

5
-8

5
-1

ギ
酸
シ
ト
ロ
ネ
リ
ル

着
香
料

、
香

料
の

調
合

5

1
2

2
-7

8
-1

フ
ェ
ニ
ル
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
花

精
油

の
基

本
体

で
、
水

仙
系

、
ま
た
は
バ
ラ
系

の
調

合
に
用

い
ら
れ
る
。
商

品
名

に
は
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
ア
ル
デ
ヒ
ド
ま
た
は
ヒ
ヤ

シ
ン
ス
ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー
ト
な
ど
の

名
称

が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。

5

9
2

1
2

8
-8

7
-5

水
素
化

レ
シ
チ
ン

乳
化
、
保

湿
、
刺

激
緩

和
、
経

皮
吸

収
促

進
、
化

粧
品

、
外

用
剤

1
0

0

3
0

4
-2

0
-1

塩
酸
ヒ
ド
ラ
ラ
ジ
ン

抗
高
血
圧
薬

6
9

5
8

0
.1

7
4
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 表
9

. 
化
学
工
業
日
報
社
「
主
要
化
学
物
質
の
法
規
制
等
一
覧
表
（

2
0

1
8
年
版
）
」
か
ら
収

集
し
た
情

報
例

C
A

S
番

号
物

質
名

称
用

途

1
0

0
-2

5
-4

1
,4

-ジ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

(別
名

：
p

-ジ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

)
ｐ
－

フ
ェ
ニ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
原

料
，
有

機
合

成
中

間
体

1
0

1
-1

4
-4

3
,3

'-
ジ
ク
ロ
ロ

-4
,4

'-
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
メ
タ
ン

(別
名

：
4

,4
-メ

チ
レ
ン
ビ
ス

(2
-ク

ロ
ロ
ア
ニ
リ
ン

)、
2

,2
'-
ジ
ク
ロ
ロ

-4
,4

'-
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ニ
リ
ン
塩

、
M

B
O

C
A
、

M
O

C
A

)
ウ
レ
タ
ン
樹

脂
・
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
硬

化
剤

，
ウ
レ
タ
ン
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
原

料
，
染

料
中

間
体

1
0

6
-9

8
-9

1
-ブ

テ
ン

(別
名

：
1

-ブ
チ
レ
ン
、
エ
チ
ル
エ
チ
レ
ン

)
ｓ
ｅ
ｃ

-ブ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
・
ブ
タ
ジ
エ
ン
原

料
，
燃

料
（
液

化
石

油
ガ
ス
成

分
）

1
1

1
-4

8
-8

チ
オ
ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル

(別
名

：
チ
オ
ジ
グ
リ
コ
ー
ル
、
ビ
ス

(2
-ヒ

ド
ロ
キ
シ
エ
チ
ル

)ス
ル
フ
ィ
ド

))
染

料
溶

解
剤

，
コ
ー
ル
ド
パ
ー
マ
液

・
農

薬
・
染

料
・
写

真
薬

・
合

成
潤

滑
油

原
料

1
1

9
3

1
3

-1
2

-1
2

-ベ
ン
ジ
ル

-2
-(
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ

)-
1

-(
4

-モ
ル
ホ
リ
ノ
フ
ェ
ニ
ル

)-
1

-ブ
タ
ノ
ン

(別
名

：
1

-ベ
ン
ジ
ル

-1
-(
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ

)プ
ロ
ピ
ル

=
4

-モ
ル
ホ
リ
ノ
フ
ェ
ニ
ル

=
ケ
ト
ン
、
イ
ル
ガ
キ
ュ
ア

3
6

9
)

U
V
硬

化
剤

1
2

1
-8

7
-9

2
-ク

ロ
ロ

-4
-ニ

ト
ロ
ア
ニ
リ
ン

(別
名

：
2

-ク
ロ
ロ

-4
-ニ

ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
ア
ミ
ン

)
ア
ゾ
系

染
料

・
顔

料
中

間
体

1
2

4
-0

9
-4

ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン

(別
名

：
1

,6
-ヘ

キ
サ
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
、

1
,6

-ジ
ア
ミ
ノ
ヘ
キ
サ
ン
、

H
M

D
A

)
ナ
イ
ロ
ン

6
6
（
ポ
リ
ア
ミ
ド
）
・
ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
原

料

1
2

5
-3

1
-5

p
-キ

シ
レ
ノ
ー
ル
ブ
ル
ー

(別
名

：
p

-キ
シ
レ
ノ
ー
ル
ス
ル
ホ
ン
フ
タ
レ
イ
ン

)
p

H
指

示
薬

，
試

薬
1

4
1

-5
9

-3
te

rt
-オ

ク
チ
ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン

(別
名

：
2

,4
,4

-ト
リ
メ
チ
ル
ペ
ン
タ
ン

-2
-チ

オ
ー
ル

)
ポ
リ
マ
ー
重

合
調

整
剤

1
6

0
9

6
-3

1
-4

ヘ
キ
サ
ン
ジ
オ
ー
ル
ジ
グ
リ
シ
ジ
ル
エ
ー
テ
ル

繊
維

・
合

成
樹

脂
の

改
質

剤
，
架

橋
剤

，
希

釈
剤

，
高

性
能

イ
ソ
シ
ア
ヌ
レ
ー
ト
化

触
媒

1
7

3
3

-1
2

-6
ク
レ
ゾ
ー
ル
レ
ッ
ド

(別
名

：
o

-ク
レ
ゾ
ー
ル
ス
ル
ホ
ン
フ
タ
レ
イ
ン

)
p

H
指

示
薬

，
試

薬

1
8

1
0

2
8

-7
9

-5
ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル

A
-ビ

ス
(ジ

フ
ェ
ニ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト

)(
別

名
：
フ
ェ
ノ
ー
ル
、

4
,4

'-
(プ

ロ
パ
ン

-2
,2

-ジ
イ
ル

)ジ
フ
ェ
ノ
ー
ル
及

び
ト
リ
ク
ロ
ロ
ホ
ス
フ
ィ
ン

=
オ
キ
シ
ド
の

反
応

生
成

物
)

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
難

燃
剤

2
1

2
6

0
-4

6
-8

ジ
メ
チ
ル
ジ
チ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸

ビ
ス
マ
ス

(別
名

：
ト
リ
ス

(ジ
メ
チ
ル
ジ
チ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸

)ビ
ス
マ
ス

)
ゴ
ム
用

加
硫

促
進

剤
2

1
2

8
2

-9
7

-3
2

-ア
セ
ト
ア
セ
ト
キ
シ
エ
チ
ル
メ
タ
ク
リ
レ
ー
ト

(別
名

：
メ
タ
ク
リ
ル
酸

1
-(
エ
ト
キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル

)-
2

-オ
キ
ソ
プ
ロ
ピ
ル

)
ア
ク
リ
ル
樹

脂
原

料

2
5

0
3

8
-7

2
-6

塩
化

ビ
ニ
リ
デ
ン
・
ア
ク
リ
ル
酸

ア
ル
キ
ル
エ
ス
テ
ル
共

重
合

物
繊

維
・
フ
ィ
ル
ム
原

料
，
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
用

ラ
テ
ッ
ク
ス
・
レ
ジ
ン
原

料
2

5
3

7
6

-4
5

-8
ジ
ア
ミ
ノ
ト
ル
エ
ン

(別
名

：
ト
ル
イ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン

)
Ｔ
Ｄ
Ｉ原

料
，
染

料
中

間
体

2
6

4
2

6
-7

3
-3

ア
ク
リ
ル
酸

ア
ル
キ
ル
エ
ス
テ
ル
・
ク
ロ
ロ
酢

酸
ビ
ニ
ル
共

重
合

物
(別

名
：
2

-P
ro

p
e

n
o

ic
 a

c
id

, 
e

th
yl

 e
s

te
r,

 p
o

ly
m

e
r 

w
it
h

 e
th

e
n

yl
 2

-c
h

lo
ro

a
c
e

ta
te

)
ア
ク
リ
ル
ゴ
ム
原

料
2

6
7

4
1

-5
3

-7
3

,9
-ビ

ス
(2

,4
-ジ

te
rt

-ブ
チ
ル
フ
ェ
ノ
キ
シ

)-
2

,4
,8

,1
0

-テ
ト
ラ
オ
キ
サ

-3
,9

-ジ
ホ
ス
フ
ァ
ス
ピ
ロ

[5
.5

]ウ
ン
デ
カ
ン

(別
名

：
ウ
ル
ト
ラ
ノ
ッ
ク
ス

6
2

6
)

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
酸

化
防

止
剤

2
9

0
8

2
-7

4
-4

オ
ク
タ
ク
ロ
ロ
ス
チ
レ
ン

（
副

生
成

物
）

2
9

9
6

4
-8

4
-9

メ
タ
ク
リ
ル
酸

イ
ソ
デ
シ
ル

(別
名

：
イ
ソ
デ
シ
ル
メ
タ
ク
リ
ラ
ー
ト

)
ア
ク
リ
ル
樹

脂
原

料
3

1
5

7
0

-0
4

-4
ト
リ
ス

(2
,4

-ジ
-t

e
rt

-ブ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル

)ホ
ス
フ
ァ
イ
ト

(別
名

：
亜

り
ん
酸

ト
リ
ス

(2
,4

-ジ
-t

e
rt

-ブ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル

)、
イ
ル
ガ
ホ
ス

1
6

8
)

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
酸

化
防

止
剤

3
1

7
9

-4
7

-3
メ
タ
ク
リ
ル
酸

デ
シ
ル

(別
名

：
デ
シ
ル
メ
タ
ク
リ
ラ
ー
ト

)
ア
ク
リ
ル
ゴ
ム
原

料
3

5
4

-2
3

-4
1

,2
-ジ

ク
ロ
ロ

-1
,2

,2
-ト

リ
フ
ル
オ
ロ
エ
タ
ン

(別
名

：
H

C
F

C
-1

2
3

)
エ
ア
ゾ
ー
ル
用

噴
射

剤
，
冷

媒
，
発

泡
剤

，
洗

浄
剤

3
7

6
4

0
-5

7
-6

メ
ラ
ミ
ン
シ
ア
ヌ
レ
ー
ト

(別
名

：
,3

,5
-ト

リ
ア
ジ
ン

-2
,4

,6
(1

H
,3

H
,5

H
)-
ト
リ
オ
ン
・
1

,3
,5

-ト
リ
ア
ジ
ン

-2
,4

,6
-ト

リ
ア
ミ
ン
、
メ
ラ
ミ
ン
・
シ
ア
ヌ
ル
酸

)
ポ
リ
ア
ミ
ド
樹

脂
用

難
燃

剤
4

0
2

7
7

-0
4

-1
1

2
-ヒ

ド
ロ
キ
シ
ス
テ
ア
リ
ン
酸

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

(別
名

：
リ
シ
ノ
ー
ル
酸

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
塩

)
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
添

加
剤

，
顔

料
添

加
剤

4
1

7
6

8
-2

0
-1

メ
タ
ク
リ
ル
酸

2
-メ

チ
ル
グ
リ
シ
ジ
ル

ア
ク
リ
ル
樹

脂
原

料

4
3

7
6

-2
0

-9
フ
タ
ル
酸

1
-(

2
-エ

チ
ル
ヘ
キ
シ
ル

)(
別

名
：
モ
ノ

(2
-エ

チ
ル
ヘ
キ
シ
ル

)=
フ
タ
ラ
ー
ト
、
フ
タ
ル
酸

水
素

1
-(

2
-エ

チ
ル
ヘ
キ
シ
ル

))
（
フ
タ
ル
酸

ビ
ス

(2
-エ

チ
ル
ヘ
キ
シ
ル
）
：
D

E
H

P
の

代
謝

生
成

物
）

5
3

4
-2

6
-9

2
-メ

チ
ル
イ
ミ
ダ
ゾ
リ
ン

(別
名

：
4

,5
-ジ

ヒ
ド
ロ

-2
-メ

チ
ル

-1
H

-イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル

)
2
‐メ

チ
ル
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
中

間
体

5
4

7
7

1
-3

0
-1

ト
リ
ス

(モ
ノ
お
よ
び

/あ
る
い

は
ジ
ノ
ニ
ル
フ
ェ
ニ
ル

)ホ
ス
フ
ｧ
イ
ト

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
酸

化
防

止
剤

5
5

4
-7

3
-4

ト
ロ
ペ
オ
リ
ン

O
O

(別
名

：
4

'-
ア
ニ
リ
ノ
ア
ゾ
ベ
ン
ゼ
ン

-4
-ス

ル
ホ
ン
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
オ
レ
ン
ジ

N
)

p
H
指

示
薬

，
試

薬

5
6

1
8

9
-0

9
-4

ス
テ
ア
リ
ン
酸

鉛
(別

名
：
二

塩
基

性
ス
テ
ア
リ
ン
酸

鉛
)

安
定

剤
，
樹

脂
添

加
剤

5
7

5
8

3
-5

4
-7

1
,3

-フ
ェ
ニ
レ
ン
ビ
ス

(ジ
フ
ェ
ニ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト

)(
別

名
：
1

,3
-ビ

ス
(ジ

フ
ェ
ノ
キ
シ
ホ
ス
フ
ィ
ニ
ル
オ
キ
シ

)ベ
ン
ゼ
ン

)
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
難

燃
剤

5
9

6
-2

7
-0

o
-ク

レ
ゾ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン

(別
名

：
3

,3
-ビ

ス
(3

-メ
チ
ル

-4
-ヒ

ド
ロ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル

)イ
ソ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン

-1
(3

H
)-
オ
ン

)
p

H
指

示
薬

，
試

薬

6
4

1
9

-1
9

-8
ニ
ト
リ
ロ
ト
リ

(メ
チ
レ
ン

)り
ん
酸

(別
名

：
ア
ミ
ノ
ト
リ
メ
チ
レ
ン
ホ
ス
ホ
ン
酸

)
キ
レ
ー
ト
剤

，
水

処
理

剤
，
ボ
イ
ラ
ー
用

ス
ラ
ッ
ジ
処

理
剤

6
8

5
0

6
-9

8
-9

フ
ル
オ
ラ
ン
ブ
ラ
ッ
ク

(別
名

：
3

-ジ
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ

-7
-ク

ロ
ロ
ア
ニ
リ
ノ
フ
ル
オ
ラ
ン
、

2
-[

(2
-ク

ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル

)ア
ミ
ノ

]-
6

-(
ジ
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ

)ス
ピ
ロ

[9
H

-キ
サ
ン
テ
ン

-9
,1

'(
3

'H
)-
イ
ソ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン

]-
3

'-
オ
ン

)
ノ
ン
カ
ー
ボ
ン
紙

・
感

熱
紙

・
感

光
性

樹
脂

イ
ン
キ
用

染
料

7
0

6
2

4
-1

8
-9

ア
デ
カ
ス
タ
ブ

L
A

-9
4

G
(別

名
：
1

,6
-H

e
xa

n
e

d
ia

m
in

e
, 
N

1
,N

6
-b

is
(2

,2
,6

,6
-t

e
tr

a
m

e
th

yl
-4

-p
ip

e
ri

d
in

yl
)-

, 
p

o
ly

m
e

r 
w

it
h

 2
,4

,6
-t

ri
c
h

lo
ro

-1
,3

,5
-t

ri
a

zi
n

e
, 
re

a
c
ti
o

n
 p

ro
d

u
c
ts

 w
it
h

 2
,4

,4
-t

ri
m

e
th

yl
-2

-p
e

n
ta

n
a

m
in

e
)

ヒ
ン
ダ
ー
ト
ア
ミ
ン
系

光
安

定
剤

7
1

8
3

2
-8

1
-0

フ
エ
ノ
ー
ル
ス
ル
ホ
ン
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
塩

・
ビ
ス

(ヒ
ド
ロ
キ
シ
フ
エ
ニ
ル

)ス
ル
ホ
ン
・
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
重

縮
合

物
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹

脂

7
6

6
4

-8
0

-4
チ
オ
グ
リ
コ
ー
ル
酸

オ
ク
チ
ル

(別
名

：
メ
ル
カ
プ
ト
酢

酸
オ
ク
チ
ル

)
P

V
C
用

安
定

剤
原

料
，
重

合
調

整
剤

7
7

8
-2

5
-6

メ
チ
ル
ジ
フ
ェ
ニ
ル
シ
ラ
ノ
ー
ル

(別
名

：
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
シ
ラ
ノ
ー
ル
、
メ
チ
ル
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
シ
ラ
ン

)
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

・
シ
リ
コ
ン
樹

脂
原

料

8
0

1
3

-0
7

-8
エ
ポ
キ
シ
化

大
豆

油
(別

名
：
エ
ポ
キ
シ
化

脂
肪

酸
グ
リ
セ
ラ
イ
ド

)
安

定
剤

，
可

塑
剤

8
0

1
6

-1
1

-3
エ
ポ
キ
シ
化

亜
麻

仁
油

(別
名

：
エ
ポ
キ
シ
化

脂
肪

酸
グ
リ
セ
ラ
イ
ド

)
安

定
剤

，
可

塑
剤

8
8

4
5

0
-3

5
-5

エ
チ
レ
ン
・
ア
ク
リ
ル
酸

メ
チ
ル
・
無

水
マ
レ
イ
ン
酸

共
重

合
物

(分
子

量
1

,0
0

0
未

満
の

成
分

の
含

有
率

が
1

%
以

下
で
あ
る
も
の

に
限

る
。

)
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
接

着
剤

・
熱

接
着

フ
ィ
ル
ム
・
押

出
ラ
ミ
ネ
ー
ト
・
ポ
リ
ア
ミ
ド
や
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の

改
質

剤

9
0

0
7

-1
3

-0
ロ
ジ
ン
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
塩

(別
名

：
樹

油
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
、

R
e

s
in

 a
c
id

s
 a

n
d

 R
o

s
in

 a
c
id

s
, 
c
a

lc
iu

m
 s

a
lt
s

)
サ
イ
ズ
剤

9
0

4
9

8
-9

0
-1

3
,9

-ビ
ス

{2
-[

3
-(

3
-t

e
rt

-ブ
チ
ル

-4
-ヒ

ド
ロ
キ
シ

-5
-メ

チ
ル
フ
ェ
ニ
ル

)プ
ロ
ピ
オ
ニ
ル
オ
キ
シ

]-
1

,1
-ジ

メ
チ
ル
エ
チ
ル

}-
2

,4
,8

,1
0

-テ
ト
ラ
オ
キ
サ
ス
ピ
ロ

[5
.5

]ウ
ン
デ
カ
ン

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
酸

化
防

止
剤

9
0

8
0

-3
4

-6
ト
ル
エ
ン
又

は
キ
シ
レ
ン
・
フ
ェ
ノ
ー
ル

,ク
レ
ゾ
ー
ル
又

は
ジ
メ
チ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
・
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
重

縮
合

物
エ
ポ
キ
シ
硬

化
剤

・
接

着
剤

原
料

9
5

-6
3

-6
1

,2
,4

-ト
リ
メ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

(別
名

：
プ
ソ
イ
ド
キ
ュ
メ
ン
、
プ
ソ
イ
ド
ク
メ
ン

)
ト
リ
メ
リ
ッ
ト
酸

・
ピ
ロ
メ
リ
ッ
ト
酸

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
原

料
，
医

薬
・
染

料
・
顔

料
・
可

塑
剤

・
潤

滑
油

原
料

，
特

殊
溶

剤

-
ア
ク
リ
ル
酸

ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
と
エ
チ
レ
ン
イ
ミ
ン
の

反
応

生
成

物
イ
ン
キ
添

加
剤

-
ク
レ
ゾ
ー
ル
・
ナ
フ
ト
ー
ル
・
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
重

縮
合

物
の

グ
リ
シ
ジ
ル
エ
ー
テ
ル
化

物
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
-

テ
レ
フ
タ
ル
酸

・
イ
ソ
フ
タ
ル
酸

・
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
重

縮
合

物
カ
チ
オ
ン
可

染
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
原

料

-
尿

素
・
フ
ェ
ノ
ー
ル
・
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
・
ス
ル
ホ
ン
酸

軽
金

属
塩

(ナ
ト
リ
ウ
ム

,カ
リ
ウ
ム

,マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

,カ
ル
シ
ウ
ム

)重
縮

合
物

な
め
し
剤

・
分

散
剤

原
料

-
N

-8
-ベ

ン
ジ
ル

-1
,8

-ジ
ア
ザ

ビ
シ
ク
ロ

(5
,4

,0
)ウ

ン
デ
セ
ン

-7
フ
ッ
素

ゴ
ム
添

加
剤
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 表
1

0
. 
C

M
C
出

版
「
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
年

鑑
」
か
ら
収

集
し
た
情

報
例

名
称

C
A

S
番
号

生
産
量
（
t）

輸
入
量
（
t）

輸
出
量
（
t）

需
要
量
（
t）

用
途

2
-ア

ミ
ノ
チ
オ
フ
ェ
ノ
ー
ル

1
3

7
-0

7
-5

≒
3

0
医

薬
、
農

薬
お
よ
び

顔
料

の
原

料
。
香

料
（
ベ
ン
ゾ
チ
ア
ゾ
ー
ル
）
の
原

料
。
染

料
原

料
と
し
て
使

わ
れ
始

め
た
が

、
医

薬
品

な
ど
へ
の

用

途
が
増

え
て
い

る
。
医

薬
品

（血
糖
硬

化
剤

）。
機

能
性

顔
料

。

N
-イ

ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ク
リ
ル
ア
ミ
ド

2
2

1
0

-2
5

-5
3

0
-6

0
保

水
剤

、
吸

収
剤

、
感

温
性

増
粘

剤
、
組

織
培

養
培

地
、
化

粧
品

、
医

薬
、
医

用
材

料
、
粘

着
剤

、
接

着
剤

オ
キ
シ
塩

化
リ
ン

1
0

0
2

5
‐
8

7
‐3

8
0

0
0

-1
0

0
0

0
1

4
8

8
8

9
8

0
0

0
-1

0
0

0
0

可
塑
剤
（
T

C
P
（
ト
リ
ク
レ
ジ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
）
,　

T
P

P
（
ト
リ
フ
ェ
ニ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー
ト
）
の
製

造
原

料
。
難

燃
性

の
可

塑
剤

と
し
て
家

電
、

製
品
、
事

務
機

器
、
建

材
な
ど
に
使

用
。
特

に
T

C
P
は
塩

化
ビ
ニ
ル
製

の
壁

紙
、
農

ビ
フ
ィ
ル
ム
、
電

線
被

覆
な
ど
に
使

わ
れ
る
。
）
、
難

燃

剤
、
一

部
医

薬
（
抗
生

物
質

や
ビ
タ
ミ
ン

B
用

）、
農

薬
（
リ
ン
系

農
薬

の
原

料
）
。
三

塩
化

リ
ン
と
と
も
に
半

導
体

製
造

用
の

特
殊

ガ
ス

（
ド
ー
ピ
ン
グ
ガ
ス
）
に
使

用
。
香

料
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
の

電
解

液
に
使

用
さ
れ
る
六

フ
ッ
化

リ
ン
酸

リ
チ
ウ
ム
の

原
料

に
用

い
ら
れ

る
。

キ
シ
レ
ノ
ー
ル

5
2

6
‐7

5
‐0

（2
,3
‐）
、

5
7

6
‐

2
6
‐0

1
（
2

,6
‐）
、

9
5
‐6

5
‐8

（3
,4
‐）
、

1
0

8
‐6

8
‐9

（3
,5

‐）
、

9
5
‐8

7
‐4

（2
,5
‐）

2
0

-2
5
（2

,3
-

キ
シ
レ
ノ
ー

ル
）

2
0

t程
度

（3
,4

-キ
シ
レ

ノ
ー
ル
）

3
8

3
4
（
キ
シ
レ

ノ
ー
ル
お
よ

び
そ
の

塩
）

8
3

5
9
（
キ
シ
レ

ノ
ー
ル
お
よ

び
そ
の

塩
）

2
,3

-キ
シ
レ
ノ
ー
ル
：
医
薬

中
間

体
（
1

0
％

）、
レ
ジ
ス
ト
用

樹
脂

（
9

0
％

）。
2

,6
-キ

シ
レ
ノ
ー
ル
：
耐
熱

性
樹

脂
、
抗

酸
化

剤
、
防

カ
ビ
剤

。

3
,4

-キ
シ
レ
ノ
ー
ル
：
医
薬

中
間

体
、
レ
ジ
ス
ト
用

樹
脂

。
3

,5
-キ

シ
レ
ノ
ー
ル
：
農
薬

、
医

薬
中

間
体

、
抗

酸
化

剤
、
潤

滑
油

添
加

剤
、
可

塑

剤
、
染

料
原

料

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム

7
4

4
0
‐5

6
‐4

6
.9
（
塊
・
粉
・

く
ず
）

2
.7
（
製
品

・そ

の
他
）

3
5

P
E

T
ボ
ト
ル
用

触
媒

、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
。
そ
の

他
、
赤

外
線

応
用

品
（
赤
外

線
ス
コ
ー
プ
）
、
半

導
体

分
野

（ガ
ン
マ
線

の
放

射
線

検
出
器

）、
医

薬
品

（プ
ロ
パ
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
）
、
太

陽
電

池
パ
ネ
ル
（
非
結

晶
型

）、
蛍

光
塗

料
。

酢
酸
フ
タ
ル
酸

セ
ル
ロ
ー
ス

9
0

0
4
‐3

8
‐0

1
3

0
約

5
0

医
薬
品

7
0
‐8

0
％

（腸
溶
性

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

）、
工

業
用

2
0
‐3

0
％

（印
刷
製

版
用

の
感

光
性

樹
脂

の
混

入
剤

、
写

真
フ
ィ
ル
ム
乳

剤
用

の
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
、
フ
ォ
ト
レ
ジ
ス
ト
基

材
な
ど
の

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

）

シ
ア
ン
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム

9
1

7
-6

1
-3

2
0

0
0

1
2

0
0

8
0

0
農

薬
用

（除
草
剤

、
殺

虫
剤

（カ
ー
バ
メ
イ
ト
系

：
N

A
C

,　
M

P
M

C
, 
M

IP
C

, 
M

T
M

C
））

2
0

-3
0
％

、
工

業
製

品
（
金
属

熱
処

理
剤

、
樹

脂
改

質

剤
、
そ
の

他
）
、
動

物
薬

、
染

料
中

間
体

ジ
メ
チ
ル
エ
タ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン

1
0

8
-0

1
-1

8
0

0
0
＋

4
0

0
0

0
（
誘
導

体
を
含

め
た

メ
チ
ル
ア
ミ
ン

全
体
と
し
て
）

高
分
子
凝
集
剤
（
8

0
％

）、
イ
オ
ン
交

換
樹

脂
、
ウ
レ
タ
ン
触

媒
、
医

薬
品

、
化

学
合

成
の

中
間

体

臭
化
メ
チ
ル

7
4

-8
3

-9
5

0
0

7
0

0
‐9

0
0

有
機
合

成
原

料
（
医
薬

品
や
染

料
等

の
メ
チ
ル
化

剤
）

L
-セ

リ
ン

5
6

-4
5

-1
医

薬
品

（ア
ミ
ノ
酸

補
給

、
輸

液
材

料
、
医

薬
品

原
料

）、
化

粧
品

（素
肌
や
毛

髪
用

の
ク
リ
ー
ム
や
ロ
ー
シ
ョ
ン
）
、
栄

養
補

助
食

品
、
食

品

添
加
剤

炭
酸
リ
チ
ウ
ム

5
5

4
-1

3
-2

約
3

9
0

0
純
分

ト
ン

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
の

ニ
ッ
ケ
ル
系

以
外

の
正

極
剤

、
電

解
質

で
使

用
。
耐

熱
ガ
ラ
ス
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
、
ガ
ラ
ス
添

加
剤

（
窒
素

添
加

物
）
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補

修
材

、
鉄

鋼
連

続
鋳

造
用

の
フ
ラ
ッ
ク
ス
、
弾

性
表

面
波

フ
ィ
ル
タ
ー
、
医

薬
品

な
ど
に
も
利

用

o
-ト

リ
ジ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

9
1

-9
7

-4
、

2
7

1
3

8
-3

2
-5

4
0

0
前
後

0
1

5
0

2
5

0
主

な
用

途
は
ウ
レ
タ
ン
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
の

注
型

品
、
射

出
成

型
品

。
成

形
品

（ゴ
ム
、
塗

料
、
発

泡
体

）、
建

設
・
油
圧

機
器

用
オ
イ
ル
シ
ー
ル

原
料
、
パ
ッ
キ
ン
グ
材

原
料

、
耐

熱
樹

脂
改

質
剤

、
ウ
レ
ア
グ
リ
ー
ス
原

料
、
耐

熱
塗

料
な
ど
。

2
,2

-ビ
ス

(4
-ヒ

ド
ロ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル

)-

ヘ
キ
サ
フ
ル
オ
ロ
プ
ロ
パ
ン

1
4

7
8
‐6

1
‐1

2
0

0
フ
ッ
素

ゴ
ム
の

ポ
リ
オ
ー
ル
架

橋
剤

。
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
樹

脂
、
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹

脂
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹

脂
な
ど
の

各
種

樹
脂
原
料
。
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 表
1

1
. 
化
審
法
「優

先
評
価
化
学
物
質
の
用
途
別
出
荷
数
量
割
合
」
か
ら
収

集
し
た
情

報
例

（平
成

2
9
年
度
実
績
）

物
質
名

C
A

S
番
号

順
位

出
荷
割
合

詳
細
用

途
（
大
分

類
）

詳
細
用

途
（
小
分

類
）

1
9

8
%

中
間
物

合
成
原

料
、
重

合
原

料
、
前

駆
重

合
体

2
1

%
表

面
処

理
剤

［め
っ
き
前

処
理

剤
・
後
処

理
剤

の
脱

脂
・
金
属

洗
浄

剤
］

め
っ
き
浴

添
加

剤
（
光
沢

付
与

剤
、
煙

霧
防

止
剤

、
無

電
解

め
っ
き
の

還
元

剤
等

）
3

0
%

輸
出
用

輸
出
用

1
9

4
%

船
底
塗
料
用
防
汚
剤
、
漁
網
用
防
汚
剤

船
底
塗
料
用
防
汚
剤

2
6

%
船
底
塗
料
用
防
汚
剤
、
漁
網
用
防
汚
剤

漁
網
用
防
汚
剤

1
6

8
%

中
間
物

合
成
原

料
、
重

合
原

料
、
前

駆
重

合
体

2
3

2
%

輸
出
用

輸
出
用

3
0

%
塗

料
用

・ワ
ニ
ス
用

・コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

用
・
印
刷

イ
ン
キ
用

・複
写
用

・殺
生
物

剤
用

溶
剤

塗
料
用

溶
剤

、
塗

料
希

釈
剤

1
9

0
%

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
添

加
剤

、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加

工
助

剤
可

塑
剤

、
分

散
剤

2
4

%
輸
出
用

輸
出
用

3
3

%
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
添

加
剤

、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加

工
助

剤
充

填
剤

、
希

釈
剤

、
ポ
リ
マ
ー
分

解
促

進
剤

1
7

9
%

中
間
物

合
成
原

料
、
重

合
原

料
、
前

駆
重

合
体

2
1

3
%

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
添

加
剤

、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加

工
助

剤
成
形
品
基
材

(プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
合

成
皮

革
､
合
成

紙
､
発
泡

体
）

3
5

%
輸
出
用

輸
出
用

1
9

2
%

中
間
物

合
成
原

料
、
重

合
原

料
、
前

駆
重

合
体

2
8

%
輸
出
用

輸
出
用

3
0

%
水
処
理
剤

腐
食
防

止
剤

、
防

錆
剤

、
防

食
剤

、
防

ス
ケ
ー
ル
剤

、
防

藻
剤

1
7

9
%

中
間
物

合
成
原

料
、
重

合
原

料
、
前

駆
重

合
体

2
1

9
%

輸
出
用

輸
出
用

3
1

%
そ
の

他
の

洗
浄

用
溶

剤
フ
ォ
ト
レ
ジ
ス
ト
現

像
用

溶
剤

、
レ
ジ
ス
ト
剥

離
用

溶
剤

1
5

5
%

輸
出
用

輸
出
用

2
2

3
%

塗
料
用

・ワ
ニ
ス
用

・コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

用
・
印
刷

イ
ン
キ
用

・複
写
用

・殺
生
物

剤
用

溶
剤

印
刷
イ
ン
キ
用

溶
剤

、
電

子
デ
バ
イ
ス
用

溶
剤

、
イ
ン
キ
溶

剤
、
イ
ン
キ
洗

浄
剤

3
1

2
%

塗
料
用

・ワ
ニ
ス
用

・コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

用
・
印
刷

イ
ン
キ
用

・複
写
用

・殺
生
物

剤
用

溶
剤

塗
料
用

溶
剤

、
塗

料
希

釈
剤

1
4

6
%

中
間
物

合
成
原

料
、
重

合
原

料
、
前

駆
重

合
体

2
3

5
%

輸
出
用

輸
出
用

3
1

2
%

塗
料
用

・ワ
ニ
ス
用

・コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

用
・
印
刷

イ
ン
キ
用

・複
写
用

・殺
生
物

剤
用

溶
剤

塗
料
用

溶
剤

、
塗

料
希

釈
剤

1
8

1
%

芳
香
剤

、
消

臭
剤

香
料
（
洗
浄

剤
用

）
2

1
6

%
芳

香
剤

、
消

臭
剤

そ
の

他
3

2
%

芳
香
剤

、
消

臭
剤

芳
香
剤

1
6

3
%

中
間
物

合
成
原

料
、
重

合
原

料
、
前

駆
重

合
体

2
2

3
%

輸
出
用

輸
出
用

3
9

%
接

着
剤

、
粘

着
剤

、
シ
ー
リ
ン
グ
材

バ
イ
ン
ダ
ー
成

分
（
モ
ノ
マ
ー
、
プ
レ
ポ
リ
マ
ー
、
硬

化
剤

、
硬

化
促

進
剤

、
開

始
剤

、
1

4
2

%
殺
生
物
剤

[工
程
内

使
用

で
成

形
品

に
含

ま
れ
な
い

も
の

]《
工
業

用
途

》
殺

菌
剤

、
消

毒
剤

、
防

腐
剤

、
抗

菌
剤

2
3

2
%

船
底
塗
料
用
防
汚
剤
、
漁
網
用
防
汚
剤

船
底
塗
料
用
防
汚
剤

3
2

6
%

塗
料
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

腐
食
防

止
剤

、
防

錆
剤

、
防

腐
剤

、
防

か
び

剤
、
抗

菌
剤

5
0

-0
0

-0

1
0

0
-4

2
-5

1
1

7
-8

1
-7

1
0

0
-2

1
-0

7
9

-1
0

-7

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

ス
チ
レ
ン

フ
タ
ル
酸

ビ
ス
（
２
－

エ
チ
ル
ヘ
キ
シ
ル
）

テ
レ
フ
タ
ル
酸

ア
ク
リ
ル
酸

４
，
５
－

ジ
ク
ロ
ロ
－

２
－

オ
ク
チ
ル
イ
ソ
チ
ア

ゾ
ー
ル
－

３
（
２
Ｈ
）
－
オ
ン

6
4

3
5

9
-8

1
-5

ビ
ス
（
Ｎ
，
Ｎ
－

ジ
メ
チ
ル
ジ
チ
オ
カ
ル
バ
ミ

ン
酸

）Ｎ
，
Ｎ

’－
エ
チ
レ
ン
ビ
ス
（
チ
オ
カ
ル
バ

モ
イ
ル
チ
オ
亜

鉛
）

6
4

4
4

0
-8

8
-6

３
－

（４
－

ｔｅ
ｒｔ
－

ブ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
－
２

－
メ
チ
ル
プ
ロ
パ
ナ
ー
ル

8
0

-5
4

-6

ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン

7
8

0
3

-4
9

-8

３
－

ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
（
別
名

塩
化

ア
リ
ル
）

1
0

7
-0

5
-1

メ
チ
ル
エ
チ
ル
ケ
ト
ン

7
8

-9
3

-3

シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ
ン

1
0

8
-9

4
-1
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表12. 化審法「化学物質の製造・輸入量に関する実態調査」から収集した情報例（平成29年度実績）

分類
官報公示

整理番号
名称

年度計製造・

輸入数量 (t)

2-3049 ブチルアルコール 200000

2-3144 １－メトキシ－２－プロピルアセタート 50000

2-3585 １，１，１，２－テトラフルオロエタン 10000

2-3705 ジフルオロメタン 8000

2-3713 １，１，１，２，２－ペンタフルオロエタン 5000

2-3859 １，１，１，２，２，３，４，５，５，５－デカフルオロペンタン 1000

3-106 N-メチルアニリン X

3-21 ｎ－アルキルベンゼン（Ｃ＝３～３６） 70000

3-2409 アルキル（Ｃ４～７）シクロペンタノン X

3-2435 ヘキサヒドロフタル酸ジアルキル（Ｃ＝１～１０，１８） 1000

3-2437 テトラヒドロフタル酸ジアルキル（Ｃ＝１～１８） X

3-2444 ヘキサヒドロフタル酸  水素  アクリロイルオキシアルキル（Ｃ２～３） 1,000未満
3-2449 ジメチル－１，４－シクロヘキサンジカルボキシレート 1,000未満
3-2788 ｍ－メトキシジフェニルアミン X

7-935 不均化ロジン 10000

3-1 ベンゼン 3546434

3-2

3-60
トルエン 1201159

3-4 スチレン 2065585

3-1307 フタル酸ビス（２－エチルヘキシル） 122928

3-1328 テレフタル酸ジメチル 25753

3-1334 テレフタル酸 520416

3-1362 １，２，４－ベンゼントリカルボン酸１，２－無水物 5997

4-118 メチレンビス（４，１－フェニレン）＝ジイソシアネート 256531

4-311 ナフタレン 92616

4-634 ジシクロペンタジエン 95428

5-839 １，４－ジオキサン 1830

5-859 モルホリン 1694

5-1097 ε－カプロラクタム 198501

5-6271 ビス（２－スルフィドピリジン－１－オラト）銅 347

5-6783 ジカリウム＝ピペラジン－１，４－ビス（カルボジチオアート） 11926

X: 事業者機密保持のため非公開

一般化学

物質

優先評価

化学物質
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 表
1
3
. 
同

一
化

合
物

の
情

報
源

別
の

用
途

情
報

例

物
質

名
C
A
S
.番

号
N

IT
E

 C
H

R
IP

N
IT

E

「
身

の
回

り
の

製
品

に
含

ま
れ
る
化

学
物

質
」

厚
生

労
働

省

「
職

場
の

安
全

サ
イ
ト
」
（
モ
デ
ル
S
D
S
）

化
学

工
業

日
報

社

「
1
7
0
1
9
の

化
学

商
品

（
2
0
1
9
年

版
）
」

化
学

工
業

日
報

社
「
主

要
化

学
物

質
の

法
規

制
等

一
覧

表
（
2
0
1
8
年

版
）
」

C
M
C
出

版

「
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
年

鑑
」

化
審

法
「
優

先
評

価
化

学
物

質

の
用

途
別

出
荷

数
量

割
合

」

イ
ソ
酪

酸
無

水
物

9
7

-7
2

-3
医

薬
・
香

料
・
可

塑
剤

・
過

酸
化

物

（
出

典
：
化

学
工

業
日

報
社

）

医
薬

品
、
香

料
、
可

塑
剤

な
ど
の

合
成

原
料

に

用
い

ら
れ
、
過

酸
化

物
と
し
て
重

合
触

媒
に
用

い
ら
れ
る

（
出

典
：
溶

剤
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
 (
1
9
9
4
)）

医
薬

品
、
香

料
、
可

塑
剤

、
過

酸
化

物
、
特

殊
エ
ス
テ
ル

医
薬

・
香

料
・
可

塑
剤

・
過

酸
化

物
原

料

p
-ニ

ト
ロ
ク
ロ
ロ
ベ

ン
ゼ
ン

1
0

0
-0

0
-5

ア
ゾ
染

料
・
硫

化
染

料
・
医

薬
中

間

体
／

ア
ゾ
染

料
中

間
体

出
典

：
化

学
工

業
日

報
社

／
Ｎ
ＩＴ

Ｅ
初

期
リ
ス
ク
評

価
書

）

染
料

、
農

薬
、
酸

化
防

止
剤

、
オ
イ
ル
添

加
剤

、

抗
マ
ラ
リ
ア
薬

お
よ
び

ゴ
ム
薬

品

ア
ゾ
染

料
、
硫

化
染

料
の

中
間

物
で
、
p
フ
ェ
ニ
レ
ン
ジ
ア
ミ

ン
、
p
-ニ

ト
ロ
ア
ニ
リ
ン
（
フ
ァ
ス
ト
レ
ッ
ド
G
G
ベ
ー
ス
）
、
p
-

ア
ニ
シ
ジ
ン
、
２
-ク

ロ
ロ
-p

-ア
ニ
シ
ジ
ン
（
フ
ァ
ス
ト
レ
ッ
ド

Ｒ
ベ
ー
ス
）
、
３
-ニ

ト
ロ
-p

ア
ニ
シ
ジ
ン
（
フ
ァ
ス
ト
ボ
ル
ド
ー

C
G
P
ベ
ー
ス
）
、
p
-ア

ミ
ノ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
p
-ク

ロ
ロ
ア
ニ
リ

ン
、
２
,５

-ジ
ア
ミ
ノ
-１

-ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
の

中
間

物

ア
ゾ
系

染
料

・
硫

化
染

料
中

間
体

大
分

類
：
中

間
物

／
小

分
類

：
合

成
原

料
、
重

合
原

料
、
前

駆
重

合

体

	ナ
ト
リ
ウ
ム
＝

オ
ク

チ
ル
＝

ス
ル
フ
ァ
ー

ト

	1
4

2
-3

1
-4

メ
ッ
キ
薬

，
イ
オ
ン
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
用

試
薬

（
出

典
：
化

学
工

業
日

報
社

）

化
粧

品
（
陰

イ
オ
ン
系

界
面

活
性

剤
）
、
洗

剤
（
陰

イ
オ
ン
系

界
面

活
性

剤
）
、
防

除
剤

（
陰

イ
オ
ン
系

界
面

活
性

剤
）
、
衣

料
品

（
陰

イ
オ
ン
系

界
面

活

性
剤

）

メ
ッ
キ
薬

，
イ
オ
ン
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
用

試
薬

大
分

類
：
水

系
洗

浄
剤

《
家

庭

用
・
業

務
用

の
用

途
》
／

小
分

類
：
石

鹸
、
洗

剤
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ォ

シ
ャ
ー
液

（
界

面
活

性
剤

）
、
大

分

類
：
化

学
プ
ロ
セ
ス
調

節
剤

／
小

分
類

：
乳

化
剤

、
分

散
剤

、
大

分

類
：
合

成
ゴ
ム
、
ゴ
ム
用

添
加

剤
、
ゴ
ム
用

加
工

助
剤

／
小

分

類
：
ラ
テ
ッ
ク
ス
凝

固
剤

、
乳

化

剤
、
分

散
剤

、
沈

降
防

止
剤

2
-（
ピ
ペ
ラ
ジ
ン
-

1
-イ

ル
）
エ
チ
ル
ア

ミ
ン

1
4

0
-3

1
-8

医
薬

中
間

体
、
界

面
活

性
剤

、
エ

ポ
キ
シ
樹

脂
の

硬
化

剤

（
出

典
：
化

学
工

業
日

報
社

）

大
分

類
：
家

庭
用

塗
料

／
小

分
類

：
硬

化
樹

脂

（
硬

化
剤

）
；
防

食
分

野
や
工

業
用

塗
料

な
ど
の

二
液

型
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
塗

料
の

硬
化

剤
の

原
料

エ
ポ
キ
シ
硬

化
剤

、
腐

食
防

止
剤

、
合

成
中

間

体
（
染

料
、
界

面
活

性
剤

、
各

種
医

薬
品

）

医
薬

品
、
駆

虫
剤

、
界

面
活

性
剤

お
よ
び

合
成

繊
維

の
中

間

体
原

料
、
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
硬

化
剤

医
薬

中
間

体
，
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
硬

化
剤

，
紙

力
増

強
剤

，
キ
レ
ー
ト
剤

，
潤

滑
油

添
加

剤
，

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
添

加
剤

，
界

面
活

性
剤

エ
ポ
キ
シ
樹

脂
硬

化
剤

、
医

薬
品

、

化
学

薬
品

、
ポ
リ
ア
ミ
ド
樹

脂

2
-（
2
-ブ

ト
キ
シ
エ

ト
キ
シ
）
エ
タ
ノ
ー

ル

1
1
2

-3
4

-5
溶

剤

（
出

典
：
化

学
工

業
日

報
社

）

大
分

類
：
家

庭
用

塗
料
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図1. 我が国の主な化学物質関連関係法体系

新規・既存化学物質
1事業者あたり

製造輸入量
≧1トン/年

ドシエチェック※1

制限物質認可物質

物質評価
（CoRAP対象物質）

登録

認可候補物質
（高懸念物質；SVHC）

優先順位の高い物
質から順次指定

製造・上市・使用
の禁止

事業者からの
認可申請

上市・使用
の禁止 特定用途の

期限付き認可
（一定期間内に
申請が必要）

加盟国からの提案
（一式）文書評価

5％抽出

コンプライア
ンスチェック

試験提案の
審査

登録内容
の修正

製造輸入数量＜10t
：ドシエの提出
製造輸入数量≧10t
：ドシエ＋CSRの提出

リスク管理オ
プション分析
（ROMA）No action

他法令（CLP規則、労働
環境法令等）で対応

許容できないリスク

No action

制限でのリスク低減
の方が適当

ECHA又は加盟
国からの提案

ECHA又は加盟
国からの提案

YES
YES

NO

NO

情報伝達
義務

欧州全域で低減すべきリスク懸念あり

SVHCのクライ
テリアに適合

CLP規則に基づく
分類データ

⚫ REACH規則における管理措置は大きく2種類存在。（１）「認可」に基づくハザードベースの規制
（＋個別用途で認可）と、（２）「制限」に基づくリスクベースの用途・製品規制。

※1：①書式等最低限の提出規定のチェッ
ク（BRC）、②物質の純度や機器分析デー
タ等個別情報のチェック（TCC）がある。
※2：2015年9月15日時点

270物質

13,441物質※2

168物質

31物質 64物質（群）

（参考）ECHA (2013) SVHC Roadmap to 2020 Implementation 
Plan、長谷（2014）、オフィスアイリス（2009）等を参考に作成

図2. REACH規則の制度的体系
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ECHAによる
SVHCの提案

（欧州委員会代理）
加盟国による
SVHCの提案

Registry of intentions
（SVHCに提案予定の物質リスト）

コメント手続き等
（進捗なしの物質含む）

SVHCに指定

認可対象物質に勧告

認可対象物質に指定
（附属書XIVに収載）

認可申請受付、コメント手続き等

（用途の）認可申請の受理

コメントがなかった場合あるいはコメントがあった
がECHAの加盟国委員会で全会一致をみた場合

勧告前のパブリックコンサルテーション等

掲載・取下げ等
随時実施

含有情報の
伝達義務が発生

上市・使用禁止
（ｴｯｾﾝｼｬﾙﾕｰｽ有）

231物質

0物質

205物質

102物質/205物質

54物質/205物質

380件（申請）

229件（31物質/54物質）

図3. SVHCの指定手続きと指定状況（令和2年2月20日現在）

審査 No action

同意指令
（Consent Order）

重要新規利用
規則（SNUR）

重要新規利用
届出（SNUN）

PMN申請用途
（を許可）

重要新規利用
規則（SNUR）

1事業者に対しての規制
（PMN申請者に申請用途での
製造使用許可）

全事業者に対しての規制
（→TSCAインベントリへの記載）

それ以外の潜在的
な用途（を制限）

既存化学物質 新規化学物質

修正SNUR

製造・輸入・加工事業者が
「新規利用」を申請→審査

重要新規利用
届出（SNUN）

修正SNUR

届出られた新規利用（を許可）

Non-5(e)SNUR 5(e)SNUR

✓試験実施（第4条）
✓化学物質データ報告（CDR）（第8条）
✓通知義務（第8条(e)）
✓HPVチャレンジプログラムによる情報収集結果
✓Action Plan、Work Planの評価結果

不当なリスクや相当の暴
露をもたらす可能性のあ
る新規利用（を制限）

申請された新規利用

⚫ SNURの措置導入の判断基準は「リスク
の懸念」だが、有害性が不明であり、物
質の構造から見てリスクの懸念が拭え
ない場合は、「リスク懸念あり」として扱
われる（暴露量関係なし）。

✓ 有害性が懸念
✓ リスクが懸念 等

評価

新規審査と（ほぼ）同
様のスキームで評価

PMN申請用途

以外でリスクが
懸念される場合

PMN申請用途で

リスクが懸念さ
れる場合

PMN提出

（参考）EPA‘s Review Process for New Chemicals
等を参考に作成

申請用途での製造使用許可

図4. TSCAにおける同意指令及び重要新規利用規則の関係
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権威のある情報源

候補化学物質

候補化
学物質
の提案

優先製品
作業計画
（製品ｶﾃｺﾞ
ﾘ含む）

優先製品リスト化に係
る規則作成

優先製品リスト化に係
る規則の発効

第1段階の代替品分析

代替品予測分析レポート

第2段階の代替品分析

代替品最終分析レポート

規制措置

ステップ１
候補化学物質の識別

ステップ２
優先製品の特定

ステップ３
代替品分析

ステップ４
規制措置

DTSC 責任ある事業体実施主体：

図5. 米国カリフォルニア州SCPプログラムの製品規制アプローチ




